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プロ意識の醸成

沖縄県高等学校数学教育会
会長金城啓

本県の「数学における学力向上対策j については、これまで小学校、中学校、高等学
校、大学と連携しながら取り組んできました。そこで昨年の全国学カテストの結果につ
いては、県教育委員会、新聞等で検証内容が報道されてきましたのでご存知の方が多い
と思います。『学カの向上j については、いろいろな見解がありますが、「教師の指導力j
が大きく関わっているとかねてから指摘され、議論されてきました。指導力を育成する

ためには、教師としての「プロ意識j の醸成がその土台にあると言われています。指導
としての技術等だけではなく、教師としての使命感や生きがい等マインドを育てること
は言うまでもありません。そのような教師の姿勢が、生徒一人一人の「個に応じた数学
指導j に結ばれ、教育効果を上げるものと信じています。

また、本教育会としても、若手教師のグループの研修を奨励し、教師一人一人の良さ
を伸長させ、仲間内での切礎琢磨でさらに授業力、指導力を高めていく工夫と情報交換
に取り組んできました。私達はどのような学校にいても、若手の教師やベテランの教師
も、教わる側の生徒から見れば、何の違いもない先生です。しかしながら、教師集団の
中では、指導力に歴然とした差があるかもしれません。そこで、生徒にとって「先生j
であるためには、職員室では、先輩から学ぶ姿勢で、教室では毅然たる態度で指導にあ
たりたいということを今一度考えていただきたいと思います。教室に立った時のプロ意
識は、年齢や経験だけでは無いことをしっかりと心に刻ませる必要があります。
次ぎに掲載する内容は、『国立教育政策研究所教育課程研究センターj からの資料引用
になります。数学の学力向上のために参考にしていただきたいと思います。

1 どのような数学のカをつけさせたいのか
0社会で数学を使える学力を

-学んだ数学が日常生活に応用できるのか
O数学で考え表現する学力を
-数学はその特性から論理的な思考カを養うのに適している。 fなぜj と考えれば、
多様な考えが出て、それを表現することができる。

0バランスの取れた数学の学力を

-数学の概念の理解、技能の修得、数学的なものの見方考え方、数学への関心・意
欲・態度の修得である。バランスの取れた数学の学力が、教育の目的である人間
形成にも大きく関わってくる。

2数学の学力向上の方策は
0数学観を聞い直す
・計算カだけ、受験問題だけと言わず、バランスの取れた数学観
O授業を見直す
・ペーパーテストだけではなく、生き生きと活動する授業をお互いに公開し合える
授業

0繰り返して学ぶことを見直す(スパイラル方式)
-練習の軽視があてはならない。数学的な発展性、応用性がある問題の繰り返し

O中学校数学の鍵となる内容に注意
-文字式と図形の証明
O実世界の内容を取り入れる
・教科書以外にも新聞や教育雑誌から借用して実世界との関連性を

O生徒に自信を持たせよう
・学力向上とは、数学の得点が高ければ良いということだけではなく、生徒が自己
実現ができるように探求心と自信を持たせることにある。



沖縄県高等学校教学教育会 第44回総会および第45回研究大会

1 研究主題 rl基礎基本の定着を図り、学ぶカをはぐくむ数学教育J

2 会場 宜野湾高等学校

3 日 程 平成 20年 6 月 27 日(金)

受付

高校部会総会

学力向上に関する報告・提言

部会報告会

全体総会

13:00~13 :30

13:40~14 :10

14:20~15 :30

15:40~16 :10

16:20~16 :50

4 告~会総会

(I)開会のことば

(2)会長あいさつ

長
長

会
日

副
会

鹿田喜員IJ

金城 啓

(3)議長選出

(4)扱 ~r;:

①平成 19 年度会務報告

②平成 I 9 年度決算報告及び殴査報告

③平成 20 年度役員選出(案)

@平，，J<: 20 年度行事計画(案)

⑤平成 20 年度予算(案)

霊宝~ 磁 F号唱言
(5) 閉会の言葉 副会長 波口 店、

新事sf:持

5 学力向上に関する報告・提言

(I)講師紛介 会長金城 啓

(2)学力向上に|到する報告

大泌 総司 (県立学校教育課指導主~Ij:)

(3)学力向上に関する提言

文吉 孝一 (前首里高校校長前沖数教会長)

6 大会当日の役員

総務会長金城

副会長俊田喜

事務局新垣

p，§(石川Il

!'tl] (宜野湾)

保 (能見城南)

波口 店、(西原) 本成 治(知念)

運営委員(研究集会委員)

凶!京 誠()J B紛国)

友仁屋宗一郎(浦添)

宮城広行(教育庁)

玉城 佑〈泡瀬萎議}

{凹智美(北谷}

玉城幸美(豊見城南)
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沖縄県高等学校数学教育会会則

本会は沖縄県高等学校数学教育会と称す。第 E 条

本会の事務局は原則として廊覇市近郊の高等学校におく。第2条

本会は沖縄県高等学校数学教育会の興隆と会員の相互貌睦を図ることを目的とする。

本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。
1 、数学教育に関する研究と調査
2 、講習会、講演会および研修会などの開催
3 、会誌の発行
4 、九州数学教育会、
5 、その他

日本数学教育学会との連携

第3 条

第4 条

本会は沖縄県の高等学校数学教師ならびに本会の目的に賛同する者をもって組織する。

本会の目的を達成するために次の機関を置く。

1 、総会 2 、代議員会 3 、理事会

第 5 条

第 6 条

4 、各種委員会
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役第U条

代議員は各高等学校において会員中より1 名選出し、また必要に応じて会長が委嘱する。

代議員は代議員会を構成する。
第12条

4 月 1 日に始まり、翌年3 月 3 1 日に終わる。本会の会計年度は、第13条

本会の経費は、会費、補助金、およびその他の収入を持ってこれに充てる。第14条

本会の会員は、会費を納入するものとする。第15条

この会則の施行についての細則は、代議員会において決定する。

1967 年 4 月 1 日より施行する。
平成 1 7 年 4 月 1 日
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付則

この会則は、
一部改正

第16条



平成 19 年度 沖縄県高等学校数学教育会会務報告

平成 19 年

4 月 7 日 三役会

4 月 7 日 第 1 回大学入試問題研究委員会(開邦高校)琉球大学入試問題について

4 月 2 6 日 第 6 1 回九数教沖縄大会第 7 回準備委員会

4 月 28 日 第 2 回大学入試問題研究委員会(開邦高校)琉球大学入試問題について

4 月 2 7 日 第 1 回診断テスト委員会(那覇国際高校)

5 月 1 0 日 第 1 回役員会(那覇高校)

5 月 1 8 日 第 1 回研究集会委員会(那覇国際高校)

5 月 1 8 日 平成 1 9 年度理事・代議員会

第 3 1 回「高校数学教育を考える会J (那覇高校)

5 月 1 8 日 平成 1 9 年度新採者激励会(青年会館)参加者 3 1 名

5 月 1 9 日 第 3 回大学入試問題研究委員会(開邦高校)全琉合同模試作聞について

5 月 20 日 九州・山口地区 f大学・高校数学科入試連絡会j

参加者:仲里武史(向陽高校教諭)・

5 月 24 日 第 6 1 回九数教沖縄大会第 8 回準備委員会

5 月 25 日 第 2 回診断テスト委員会(邪覇国際高校)

6 月 9 日 第 2 回研究集会委員会(那覇西高校)

6 月 9 日 第 45 回総会(那覇商高校)

6 月 9 日 第 44 回研究大会・九数教沖縄大会リハーサル大会(那覇西高校)

会誌第43 号発行

発表者:

嘉陽田朝子(北山高校) W基礎・基本の定着を図る授業の取り組み』

城間 直美(首里高校) W問題解決能力を育む指導の工夫』

比嘉 紀朝(那覇高校) W数学診断テストを通しての考察』

川添 貴司(浦添高校) W論理定推理カを養う数学指導の取り組み』

綬業者:小波津哲也(小禄高校) W微分積分』

6 月 1 2 日 九数教沖縄大会小叶Jレ大会の反省会

6 月 1 5 日 第 3 回診断テスト委員会(那覇国際高校)

6 月 2 3 日 第 4 回大学入試問題研究委員会(開邦高校)全琉合同模試作間について

3月 2 8 日 第 6 1 回九数教沖縄大会第 9 回準備委員会

6 月 2 9 日 第 5 回大学入試問題研究委員会(開邦高校)全琉合同模試作間について

7 月 8 日 第 6 回大学入試問題研究委員会(開邦高校)全琉合同模試作聞について

7 月 2 1 日 第 6 1 回九数教沖縄大会第 1 0 回準備委員会

7 月 2 2 日 第 7 回大学入試問題研究委員会(開邦高校)全琉合同模試作聞について

7 月 中旬第 1 回診断テスト実縮
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7 月 24 日 第 6 1 回九州算数・数学教育研究(沖縄)大会並びに総会

-..26 日 発表者:宮良辰博(八重山高校) W八重山高校数学科の取り組み』

嘉陽田朝子(北山高校) W基礎・基本の定着を図る授業の取り組みJ

城間 直美(首里高校) W問題解決能力を育む指導の工夫』

比嘉 紀朝(那覇高校) W数学診断テストを通しての考察』

川添 貴司(浦添高校) W論理定推理力を養う数学指導の取り組み』

授業者:白金 広朗(那覇高校) W2 次不等式』

黒島 栄(那覇西高校) ~同じものを含む順列』

小波津智也(小禄高校) W微分積分』

平田 直樹(那覇西高校) W数列』

8 月 1 1 日 第 8 回大学入試問題研究委員会(向陽高校)全琉合同模試作聞について

9 月 7 日 第 4 回診断テスト委員会(那覇国際高校)

10 月 2 日 策1且小中高合同研究会準備委員会(耳目覇高校)

10 月 5 日 第 5 回診断テスト委員会(那覇国際高校)

10 月 26 日 第 6 回診断テスト委員会(那覇国際高校)

11 月 8 日 第 2一回小中高合同研究会準備委員会(那覇高校)

11 月 9 日 第 7 問診断テスト委員会(那覇国際高校)

11 月 24 日 九州数学教育会理事・代議員会

~ZjL日 副会長:渡口 恵(小禄高校教頭)事務局:崎問恒哉(知念高校)

11 月 30 日 第さ旦研究集会委員会 (JJB覇中学校)

11 月 30 日 第 30 回小中高合同研究会(那覇中学校)参加者 5 1 名

授業者:石厄 史昭(船浦中学校)

ハζ ネリスト:崎閑 恒哉(知念高校)

宮城 肇(那覇中学校)

松岡 泰成(小禄南小学校)

コ→会イネーター:喜屋武元一(北谷中学校)

12 月 中旬第 2回診断テスト実施

平成 20 年

1 月 9 日 第 1 5 回日本数学オリンピック県予選 o

1 月 3 1 日 第 2 回役員会(小禄高校)

2 月 1 5 日 第 8 回診断テスト委員会(那覇国際高校)

3 月 2 7 日 第 3 回役員会(浦添高校)

4 月 9 日 第 4 回研究集会委員会(那覇西高校)

4 月 9 日 三役会(青年会館)

4 月 9 日 平成 1 9 年度退職者激励会(青年会館)参加者 26 名
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平成19年度沖縄県高等学校数学教育会決算

収入 ! 支出 l 残金 1
1, 191 , 3211 1, 011 , 1ωI 180, 2171

収入の部

項 目 科 目 予 算 額 決算額 糟 A減 説 明

l 1学校分担金 250, 000 261 , 208 11 , 208 分担金+会費
2 一ム品 費

3 繰 越 金 159, 669 159, 669 0 前年度からの繰越

4 補 助 金 160, 000 ~，函ob 10, 000 九数教からの補助

5 協 賛 金 250, 000 240, 000 ム 10， 000 管理職からの協賛金

6 雑 収 入 200, 000 360, 444 160, 444 基全盤琉問合題同集模試.利補助息金{世

計 1, 019,669 1, 191 , 321 171 , 652

支出の部

項 目 科 目 予 算 額 決算額 増 ム減 説 明

運
戸晶主4 費 147, 000 163, 510 16, 510

l庶 務 費 50, 000 84, 117 34, 117 通信費，消耗品費

2 SAA 議 費 35, 000 17, 393 ム 17 ， 607 会議，大会運営費

3 手 当 36, 000 36, 000 。事務局 2 万+ 1 万
監査 2 千 X3

4沖数教会費 26, 000 26, 000 0 沖数教への会費

2 事 務 費 495 , 000 319, 925 ム 175 ， 075

研究発表補助費 30, 000 20, 000 ム 10， 000 1 万円 X2人

2 派 1、a旦Z 費 180, 000 40, 000 6.140.000八重山支部 I名派遣費

3講習・講演会費 20, 000 。 ム 20， 000

4委員会活動費 210, 000 210, 000 01:i 万 X7

5研究調査補助費 5, 000 5, 000 O 基礎問題集改訂

6 支部活動補助費 10, 000 10, 000 0 八重山支部

7会誌発行費 40, 000 34, 925 ム 5， 075 会誌第43号製本代

3 沖数教分担金 200, 000 200, 000 0 沖数教への分担金

4 雑 費 40, 000 40, 000 0 沖数教への補助

5 予 備 費 137, 669 287, 669 150, 000

九教教沖縄大会樹立費 150, 000 150, 000 沖縄大会積立予算へ

2 予 備 費 137, 669 137, 669 0 沖縄大会積立予算へ

計 1, 019, 669 1, OIl , 104 ム 8， 565

収入

1, 191,321
支出
1.OIl.104

残金

180, 217
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監査報 4子重主
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沖縄県高等学校数学教育会

会長金城啓殿

平成 19 年度沖縄県高等学校数学教育会の会計監査の結果を下記の通り報告します。

ヨ

い

=

=

口

会計監査は，金銭出納簿，証書書類および預金通帳によって実施した。

1.証書類は，金銭出納簿の通り整理されていた。

2.残高 180 , 217 円は，琉球銀行小禄支店普通預金口座 205-278に

預金されていることを確認した。

3. 九数教沖縄大会用通帳として，琉球銀行小禄支店普通預金口座470 ー 560 に

金額 381 , 553 円が預金されていることを確認した。

以上，監査の結果，異常を認めない。

平成 2 0 年 4 月 2 6 日(土)

沖縄県高等学校数学教育会

監査委員

~，

-7-



高数教三役

平成20年度沖縄県高等学校数学教育会役員

高数教 名前 勤務先 備考

会長 金城啓 石川 校長

鹿田喜則 宜野湾

副会長 渡口恵 西原 教頭

本成浩 知念

事務局 新揖保 豊見城南

書記 米吉亮一 豊見城南 教諭

会計 玉城幸美 豊見城南

高数教理事

高数教 名前 勤務先 備考

各 西原織 那覇国際 研究集会委員長

種 比嘉紀朝 那覇 診断テスト委員長

委 吉本振一郎 沖縄工業 数学コンテスト委員長

員 上江洲寿 関邦 大学入民問題研究餐員長
4Z白冥h

崎問恒哉 知念 教宵疎鐙研究調査餐員長

>1'叡e 前里哲寿 那覇酉 沖数教事務局

翁長武範 那覇

金城孝忠 糸満

比屋根充 普天間

域間冠ニ 知念

校 仲皿E伸 開邦
校長

長 兼島信雄 球陽

大城盛雄 美里

金城一男 宜野座

伊波満 宮古

平良勝也 具志川

半嶺通男 前原

安谷屋哲 小禄

安里辰洋 球陽

比嘉良徳 北中城

城間辰幸 美里

神谷孝 南部工業

金城正巳 美里

教 奥那嶺善道 名護商工
教頭

理事
頭 儀間清隆 那覇国際

川満健 浦添

高安美智子 那覇

森田邦弘 真和志

中村孝夫 豊見城南

比屋根博之 中部商業

高安直 3自

砂川明 沖縄ヱ象定時

座喜味満理雄 石川少lJlUSの.

富民武 総務

小成普保 総務

半嶺満 総務

石垣有= 総務

輿那覇健勇 県立学校級宵

玉城学 県立学後教育

教 多和田実 県立学校教育

宵
金城正樹 県立学鋭敏宵 教育庁

庁
関 金城殺 県立学校敏宵

係 比嘉正二 県立学鋭敏宵

宮城蕪 県立学校教育

大漬裕司 県立学後教宵

高江洲武 保健体育

太田守克 保健体育

宮城広行 保健体育

島仲利泰
教育センター

星野朗

沖数教役員〈高数教選出)

沖数教 名前 勤務先 備考

会長 真栄回盛夫 宜野湾
校長

副会長 金城啓 石川

大城盛雄 美里
校長

理事 城間冠ー 知念

奥那覇健勇 県立学絞殺宵 教育庁

鹿田喜則 宜野湾

渡ロ恵 西原

本成浩 知念 教頭

代議員 儀間清隆 那覇国際

中村孝夫 豊見域南

小成蕃保 総務
教育庁

多和田実 県立学鋭敏宵

監査 奥那覇清 普天間 教輸

各種委員会

委員会 名前 勤務先 名前 勤務先

。比嘉紀朝 那覇 川添貴司 浦添

上江洲隆 那覇国際 池間健将 那覇

儀問仁 中部商業 高原香織 那覇国際

新垣公崇 琢陽 多和田哲章 英来工科

診断予スト 奥儀陽子 北部農林 比嘉良太 那覇国際

委員会 石錨尚美 北中域 金城服也 那覇国際

宮里恒輝 浦添 金城智也 那覇国際

佃智美 北谷 前星哲寿 沖数教

新城武光 小禄 新担保 高数教

金城久枝 那覇養護

大学入鼠
。上江洲寿 開邦 上原正也 首里

玉城重光 向陽 永吉和紀 開邦
問題研究

宮城薫 教育庁 崎問恒哉 知念委員会
宮城竜幸 首里 多和田真康 球陽

。崎間恒哉 知念 金城昭人 那覇

黒島栄 那覇西 玉栄和香子 北山

教育課程 前里哲寿 那覇西 奥那覇清 普天間

研究調査 新揖保 豊見城南 平良六ニ 小禄
委員会 山川博正 豊見城南 伊礼直樹 真和志

仲地範誼 開邦 吉田達也 首里東

島袋秀ニ 宜野湾 糸数理奈 中部農林

数学
。吉本振一郎 沖縄工業 伊志嶺嘉典 那覇国際

平良哲也 那覇国際 小成善保 教育庁
コンテスト

石川哲 名穫商工 多和田実 教育庁委員会
池原綾乃 西原

研究集会
。西原鵠 那覇国際 安仁屋宗一郎 浦添

玉城佑 泡瀬養護 佃智美 北谷
委員会

宮城広行 教育庁 玉城幸美 豊見城南

高数教監査

座間味栄則 那覇

監査 座間昧宗繁 南風原

宮村真 開邦
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平成 20年度行事計画

1 会員の各種委員会での教育研究活動および親睦

2 沖数教・九数教・日数教との連携および活動

月 T丁 事 守' {疋 説 明

4 役員会 平成 20 年度新役員の発足

HI9 退職者激励会 (4/9) 場所 沖縄県背年会館 (2 F 梯悟の問)

委員会活動 各種委員会活動開始

役員会(5113) 理事・代議員会、高校数学教育を考える会について

理事・代議員会 (5/16) 場所那覇高校(視聴、党教室)

5 高校数学を考える会 (5/16) 琉大参加者

新採者激励会および懇親会 (5/16) 場所 沖縄県青年会館(I F 珊瑚の問)

九州・山口地区大学人討漣絡会 (5118) 高数教より l 名派m<大学入試問題研究委員会)

役員会(615)

沖数教総会・研究大会 (6/27) 場所

6 高数教総会・研究大会 (6/27) 会誌第44号発行予定

発表予定者 金械順也()郎新国際)宮城嘉哉(宜野座)

宮械竜幸(首里)

役員会 九数教・日数教大会について

数学診断テスト(上旬)

7 九数教理事・代議員会 (7/28)

九数教研究大会(大分 7129 ~ 30) 発表者 金械 Ill!也(}JI\崩 1国際)宮 j成嘉殻(宣野座)

宮械r[t幸(首 ltD

8 役員会・各種委員会班長会 委員会活動について

日数教研究大会(福島: 8/4~ 6) 高数教より l 名派遣(リ ;H 首定研究旅費)

9 役員会
全琉合同模試(

三役会10 君主貝会

役員会 小中高合同研究大会について

小中高合同研究会(t Il刈) (柏 研究授業 (小学校)

11 ※学力向上について

九数教理事・代議員会(福岡 11努) 会長、事務局長派iiE

高校数学コンテスト(未定)

役員会

12 数学診断テスト(上旬)

1 数学オリンピック県予選(1I

2 役員会

3 役員会

9



平成20年度沖縄県高等学校数学教育会予算

収入の部

項 目 科 目 予 算 額 前年度予算額 増 ム減 説 明

学校分担金 。

250, 000 250, 000 分担金+会費

2 ぷ3与-'" 費 。

3 繰 越 金 180, 217 159, 669 20, 548 前年度からの繰越

4 補 助 金 80, 000 160, 000 ム 80， 000 九数教からの補助

5 協 賛 金 250, 000 250, 000 0 管理職からの協賛金

6 雑 収 入 280, 000 200, 000 80, 000 |全基礎琉合問題同樺集試，補助利息

計 1, 040, 217 1, 019, 669 20, 548

支出の部

項 目 科 目 予 算 額 前年度予算額 増 ム減 説 明

運 洋凸ゐ 費 137, 000 147, 000 ム 10， 000

庶 務 費 50, 000 50, 000 0 通信費，消耗品費

2 一ム品 議 費 35, 000 35, 000 0 会議，大会運営費

3 手 当 26, 000 36, 000 ム 10， 000
事務局 2 万

監査 2 千 x :1

4沖数教会費 26, 000 26, 000 0 沖数教への会費

2 事 務 費 515, 000 495, 000 20, 000

研究発表補助費 30, 000 30, 000 011 万円 X3 人

2 派 1、Z昼包 費 210, 000 180, 000 30, 000
会長6万 X2

事務局3万.助言者6万

3講習・講演会費 20, 000 20, 000 。

4委員会活動費 200, 000 210, 000 ム 10 ， 000 5万 X4

5研究調査補助費 5, 000 5, 000 。 基礎問題集改訂

6 支部活動補助費 10, 000 10, 000 0 八重山支部

7会誌発行費 40, 000 40, 000 0 会誌第44号製本代

3 沖数教分担金 200, 000 200, 000 0 沖数教への分担金

4 雑 費 40, 000 40, 000 0 沖数教への補助

5 予 備 費 148, 217 137, 669 10, 548

九数教沖縄大会積立費 100, 000 。 100, 000 沖縄大会積立金

2 予 備 費 48, 217 137, 669 ム 89， 452

計 1, 040,217 1, 019, 669 20, 548

-10一
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図 1: Z=主立与y2
,jx2 +y2

場所:那覇高等学校(視聴覚教室)

沖縄県高等学校数学教育会
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高校数学教育を考える会

目 次

平成 20 年度 琉球大学入試試験問題についての感想と質問

(高数教 大学入試問題検討委員会)

前期試験

前期試験

後期試験・

数学甲・

数学乙・

.

.

.

.

.

.

.

.

..

.

..

.

13

17

19

平成 20 年度 琉球大学入試問題 解答例

(高数教 大学入試問題検討委員会)

前期試験

前期試験

後期試験・

数学甲・

数学乙・

.

.. .

..

• 23

• 28

• 33

平成 20 年度 琉球大学入試問題
(琉球大学)

解答例

前期試験

前期試験

数学甲・

数学乙・ ...

.

.

.

..

• 38

• 43

後期試験・ .. .. • 45

「第 32 回高校数学教育を考える会」

-12-

実施報告・ • 50



平成 20年度入学試験問題(前期日程)

数学甲(数 I ・数 E ・数皿・数A ・数B ・数C)

「でー-， I-~.'. { α ~α ¥.. .'1

己」 行列 A={ α-3 ム)は ， A2=0 を満たす。ただし， 0 は零行列である。 (50 点)

問 1 α の値を求めよ。

問 2 B=2E+A とおく。ただし.E は単位行列である。自然数 n に対して ， Bn を求めよ。

数学c (行列) :僚準

Q 問 1 について，殆ど出来ていたのではないでしょうか?

Q 問 2 について，どういう解法が多かったでしょうか?

また，二項定理を用いた解答の割合はどのくらいでしょうか?

Q 問 2 について，計算ミスの解答が多かったのではないでしょうか?

Q 問 1 .問 2 の正答率はどのくらいでしょうか?

-13一



回 viサ= 1 で表される曲線を C とする。 (50 点)

問 l 曲線 C の凹凸を調べ，その概形を図示せよ。

問 2 曲線 C 上の点 P(α ， b) (0 く α く 1) における接線 t の m 切片， y 切片をそれぞれ α を用いて表せ。

問 3 問 2 において点 P が曲線 C 上を動くとき， P における接線 2 と z 軸および u軸で固まれた図形を z 軸の周り

に 1 回転させてできる立体の体積の最大値を求めよ。

数学田(微分法の応用) :標準

Q 問 1 について， X 軸， y 軸との交わり方を概形として考慮、したのでしょうか?

Q 小聞の配点はどのくらいでしょうか?

Q 問 1........問 3 の正答率はどのくらいでしょうか?

-14-



「τ:-l r..+.~ ~ I.~ -? n'PBB"'{'"I .,. _. /l~~...... J.: n .{k n k ,,\ II;JI0 を原点とする空間内に n個の点九( : ， 2 一一，0) (k=1 ， 2，・・ . ， n) をとる q また. '"軸上に点 Qk
』ーーー」 、 n n ノ .

を.線分 PkQk の長さが 2 になるようにとる。ただし. Qk の z 座標は正とする。 (50 点)

問 1 三角形 OPkPk+l の面積を求めよ。ただし. 1~ k 重 η-1 とする。

問 2 三角錐 OPkPk+1Qk の体積%を求めよ。ただし. 1~ k 孟 n-l とする。

n-l

問 3 I=li~_L:Vk とおくとき . I を定積分を用いて表せ。ただし，ぬ =0 とする。
→∞ k=O

問 4 I の値を求めよ。

数学 m( 区分求積法) :標準

Q 問 1 の三角形の面積の求め方には，どのようなパターンがありましたか?

Q k の範囲がまちまちなので生徒に戸惑いはなかったでしょうか?

Q 問 3 と問 4 の正答率に違いはありましたか?

-15-



8] 1・を 9 以上の整数として.赤恥個と白球 10 個が入っている袋があるのこの袋から 9個の球を同時に取り

lHし.そのうちの赤球の個数を調べ，取り出した球に白球を 1 個加えて袋に戻すという試行を繰り返すの

つまり. 1 回の試行ごとに袋の中の白球が 1 個ずつ摘えることになる。 n 回目の試行において取り出された

9 個の球のうち.赤球がちょうど 4 個である確率を凡で表す。 (50 点)

問 1 PI<乃が成り立つことを示せ。

問 2 Pn<Pn -t l が成り立つための n の範囲を T を用いて表せ。

問 3 r=50 のとき . Pn が最大となる n の値を求めよ。

数学A(確率) :やや難

Q 問 2 は計算カが問われたと思いますが，きちんと最後まで解答した答案はありましたか?

Q 問 1........問 3 の正答率はどのくらいでしょうか?
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平成 20 年度入学試験問題(前期日程)

数学乙(数 I ・数 E ・数A ・数B)

日次の間に答えよ。 (50 点)

問 l 次の方程式を解け。ただし.υま虚数単位， X は実数とする。

(1+oi)x2 ー (1+3-i)x-2+2i=0

問 2 次の方程式を解け。

log4(4x-7)+log2X=1+3log4(x-1)

問 3 3 点 O( 0.0).A(t ,0).B(0 ,1-t) (0 く t く 1) を頂点とする三角形 OAB を.X 軸の周りに回転させてで

きる立体の体積の忌大値と，そのときの t の値を求めよ。

数学 n (小閉集合) :基本

Q 問 1 を解の公式で解いた生徒はいましたか?

Q 問 2 の真数条件の処理はきちんとできていましたか?

Q 問 1-問 3 の正答率はどのくらいでしょうか.

Q 小間の配点はどれくらいでしょうか?
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囚ム…. t.anA= す Be =()を満たしている山する。ただし . A= 必AC とする。川)

!悶 1 sinA およひ九 :osA の値をそれぞれ求めよ。

問 2 ムABC の外接円の半径を求めよ。

問 3 ムABC の面積の最大値と.そのときの辺 AB の長さを求めよ。

数学 I (三角比) :標準

Q 問 3 ではどのような解法がありましたか?

Q 問 3 で「図より，高さが最大のとき面積が最大だから… j との解答は正解でしょうか?

Q 問 1---問 3 の正答率はどのくらいでしょうか.

{前期入試全体について】

0全間流れがスムーズで，抵抗無く問題に取り組めたと思います。

Q 数学甲の問題では医学科・数理学科で得点に差はついたのでしょうか?

Q 数学甲の問題について，医学科合格者の得点率はどれくらいでしょうか?

Q 数学甲，数学乙について，満点はどれくらいいましたか?

-18一



平成 20 年度入学試験問題(後期日程)

数学(数 I ・数 E ・数E ・数A ・数B ・数C)

日曲線ν =(x+1)3 で表される曲線を C とし C 上の点 A(-2. ー 1) における搬を 2 とする。 (50 点)

問 1 曲線 C と接線 2 の共有点で.A 以外のものを B とする。 B の座標を求めよ。

問 2 点 P が曲線 C 上を A から B まで移動するとき，点 P と接線 E との距離が最大となる点 P の z 座標と，

そのときの距離を求めよ。

数学n (微分法と積分法) :基本

Q r点 P における接線と E が平行のとき，点 P と接線 t の距離が忌大となる… j とした直感的な解答と三次関数

として距離の最大値を求めるやり方はどちらが多かったでしょうか?

Q 問 1. 間 2 の正答率はどのくらいでしょうか?

Q 小問の配点について，それぞれ 25 点と考えていいでしょうか?

-19一



囚 α.=1, a川.=ル -ISn --1 fn=1 ， 2， 3，…}で定められる数列{川がある。

ただし. Sn= α1+α2+ ・・・+向 (n ミ 1) で . So=O である。 (50 点)

問 l α2.α3 ， α4 を求めよ q

問 2 an-t 2 を αn 十 1 と向の式で表せの

問 3 bn= αn+l+an とおくとき，数列 {bn} の満たす漸化式を求め，数列 {bn} の一般項を求めよ。

問 4 Cn=an+l-4an とおくとき，数タIJ {cn} の満たす漸化式を求め，数列 {Cn} の一般項を求めよ。

問 5 数列 {an} の一般項を求めよ。

数学B (数列) :基本

Q 問題文の表現 rso =0 である。 J よりは. rso=0 とする。 J とした方が自然ではないでしょうか?

Q 問 3. 問 4 の正答率は高かったのではないでしょうか?

q
る



目次の聞に答えよ。(却点)

問 1 不定積分 fx仰を求めよ。

問 2 不定積分 fX2仰を求めよ。

問 3 y=e:l:で表される曲線を C とし， e 上の点 (2， e2 ) における接線を t とする。 C と t および u 軸によって

固まれた図形を u 輸の周りに回転して得られる立体の体積を求めよ。

数学皿(積分法) :標準

Q 問 1........問 3 の正答率はどのくらいでしょうか?

Q 小聞の配点はどのくらいでしょうか?
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日平面上で 1:1: +111 ー 1:1: -111 ミ l の表す酬を D とするの (50 点)

問 l 領域 D を図示せよ。

問 2 連立方程式 1:I: +yl-lx-yl ミ L X2 + 計三 l の表す領域の面積を求めよ。

数学日(図形と方程式) :標準

Q 問 1 の正答率はどのくらいでしょうか?図示はきちんと出来ていたでしょうか?

Q 問 2 の正答率は低かったのではないでしょうか?

-後期入試全体について

0 昨年と比べると易しくなっていると思うのですが，その意図があればお聞かせ下さい。

。数学皿の問題が囚だMかので悦同しょうか?

Q 合格者の最高点・最低点はどのくらいでしょうか?

-その他

Q 採点して何か気付いた点はありますか?

0 今年も受験生に分かりやすい解答例を作って頂きありがとうございます.

また，来年も継続して作成下さいますようお願い致します。

Q 教科指導について，高校側への要望(特に指導を強化してほしい点等)があれば具体的に

お願いします。
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平成20年度前期日程数学甲

田

直宣

問 1

A=(a 2a¥=1 _ .1において
¥a-3 a-4J

A2-{a+(a-4)}A+{a(a-4) 一 2a(a-3)}E=O (Hamilton- Ca yley の定理)

すなわち

A2=2(a-2)A+a(a-2)E=(a-2X2A+aE)

が成り立つ.

ここで J A2=O より J a=2 または A= ーす Eである

a_O'_0 Ia 2a¥ a/1 0¥
A= ーニ E とすると. I-... ---.1= 一一 1= :1 であり Fれを満たす a は存在しない.¥a-3 a-4}- 2¥0 I} ......,,". '-

:.a=2

問2

B=2E+A より

Bn=(2E+A)n

=(2E)n+nC1(2E)n-lA+nCi21号n-2A2+ … +nC,,(2E)n-1lAIt+ …+An

であり J k主主2 のとき A"=Oであるから

Bn=2nE+nｷ2n-1A

ペ~)+"ペf112)
ぞ;;f: ぷ:!?)園



回

優璽

問 1 C:JX+5=1 より. o~% 孟I ， o~ 三 y~1 である.

また . 5=1- ..[X より . y={I-JX)2

よって

戸2(1-JY)(1-m=4i 三o (・.・ 0~%~1)

"=(1-);)'=2%j-;>0(・.凶孟1)JX)-2%JX

であるから，増減表より .C は下に凸で，右下がりのグラフである.

x 。 ... 1
y' 一 一

。

y" X + +
y 1 込 。

問 2 C 上の点 pea ， b) における接線 t の方程式は

y-b=J{i~1 (…)
va

であり · b={I-JQ)2 であるから

y_(1- J{i )2= ベ二~ x-a)
..fa

この方程式において，

y=O とすると . %=Jti

%=0 とすると . y=I-J{i

すなわち. %切片は va. y切片は 1- .Ji である.

問 3 題意の立体は，底面の半径が 1- .Ji. 高さが .jQ の円錐

であるから，その体積を V とすると

v= れ1- .jQ)2...[i

ここで· f(a)=(1- .J わ2.[Q とすると

fW)=(J-2aJY--L-2AJZ=1-4#+3a-2...[i-WI 2

y

1

。

y

1

(3...jQ-1)(';;;-1)
2.jQ

1 %

x

よって· 0く aく 1 における j(a) の増減表より

。
l
1x ...

9
...

f'(a) + 。
一

f(a) メ 極大 、

Vは. x= まのとき最大値引す)=かをとる 園
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点po (0, 2, 0) とする.

条件より ， n 個の務長pop. ， p.P2 ,…, PkPk+. ， …， Pト.Pn の長さは等しい.

POp.=p.P2= … =PkPk+.= … =Pn-.Pn であるカ=ら

ムOPoP. =.6.0P.P2= …=ムOPkPk + 1 =…=.6.0Pn-lPn

回
圃
飢

。

すなわち，

n'(.6.0PkPk+1)=.6.0POPn が成り立つ

である.・

よって，

から

1 1.... 1
AOPhPM=77.(&OPoPn)=77?2 ・ 1=す

九=÷(AOPAd OQh である問 2

また，直角三角形 OPkQk であるから，

PkQk
2=OPk2+OQk

2 が成り立つ.

PIIQ k =2 より

ベ会 Y+(2 ーザ +OQk 2

z=oよって

OQk=J2 2 -{( 会yや- ~n=J2. ~(2 引
であるから

九=÷-七 "J 号(2- ~) =子士 J~ (2- ~)

Izbgvh= 子!ピ富士 J引斗)=子~:岬司 dx間 3



1=子~~~コ)dx=引;J1 ー(x-l)2 d問4

ー→
。x

dx .'"
2万= -sm{7, Z

一2
(J

x-I=cos (J とすると，ここで，
ー+8

1=子fJ1-coN(-SindM=引7(-ωめ dd( fuuのとき S吟0)

であるから

=~ ~tr sin2(Jd(J=~ ~tr l-cω 2(J d(J= ~r(J-~ sin2 (Jγ
。 J至。 J委~ 0 L ~ J玄

圏=子(8ーを)=4Zz
y

直面

Y=J苛芝工可とすると，

1=立.L F-山立
3 4'ｷ- 12

x2



囚

塵宣

，C4 ・ 10CS n _ ，C4 ・ 11 C
問 1 Pl= 丹 , P2= F5 より

件10'-'9 ，+11 、"'9

P2_ 11Csｷ,+lOC9- 11(r+2)
PI IOC s ・ ，+11 Cg 6(r+ll)

P2_ 11(グ +2)
ここで (PI く P2~ 宵- c./~ ・円、 >1~11(件 2» 卸+11

11(r+2)ー6(r+ 11)= 5r -44ミ 5 ・ 9-44 (・.・ r~9)

=1>0

であるから

l1(r+2ｻ6(r+11)

よって

固く CH 医x>

n C, n!
グ !(n-r)!

)を示せばよい)
、以

これを用いると，例えば

hEuv-AFUし芦ZJv-JVE A-EA・L，.!. .~ ~~! =1,.1 ~ルttる
5!6! 10! 6

問2

会>1 :.PI く P2

P_= ，C4 ・ n+:CsP_..= ，C4 ・ '+l<: Cs~-", Pn+l '-'I '.,.1;' より

n+'+9'-'9 n+ ，+lOν9

Pn + l 一川 lOC S • n+ ，+9 C9 ー (n+ 10Xn+ グ+1)

Pn n+9CSｷn+ 川oC 9 (n+5Xn+ グ+ 10)

ここで

(n+10Xn+r+1) ー (n+5Xn+r+10)= -4n+5r-40

であり . -4n+5 グー 40>0 とすると

_5(r-8)
n く-ーー一一
、 4

よって，与?と >1 すなわち九く Pn+l~ttQ n の値の範囲は

凶くヰ主同自然数)

である.

105
問 3 r=50 のとき . Pn くPn+l となる n は 1~ 玉 nくーすであるから，

1~n~52 のとき Pn くPn+ 1 • 53~ 玉 n のとき Pn>Pn+1

である.すなわち

PI く P2く…く PS2 く P日 >PS4 >PSS > …

よって，求める値は n=53 である. 園



平成20年度前期日程数学乙

巴

事~

問 1 (1+i)x 2ー (1+3i}x-2+2i=0

実数 xであるから，整理して

(x?-x-2)+(x2-3x+2)i=0

よって

ロー =0 これらを同時に満た寸実数.>:は x=2 である .
.xl: -3x十2=。

{亙~ (1+i;x 2 ー (1+3i)x-2(1-i)=0

(1+iXl-i)x 2 ー (1+3iXl-i)x-2(1-i)2=0

2x2-2(2+i)x+4i=0

x 2ー (2+i)x+2i=0 (これを因数分解すると)

(x-2Xx-i)=0 ム x=2 ， i

ここでI X は実数であるから xキ i :.x=2

問 2 log4(4x-7)+log2X=1+3Iog4(x-ｷｷl)

真数条件より ， 4x ー 7>0 かつの O かつ x-l 〉0 .x> J ω

log4(4xｷ-7)+21og4x=log44 十 log l{ (x-l)3

logi4x-7)x2=log44{x-lfl

よって

(4x-7)x2=4(x-l)3

5x2-12x+4=0

(5x-2Xx-2)=O

(*)より J x=2 圏

圏



田

纏重量

問3 題意の立体は，底面の半径が 1-1 ，高さが t の円錐であるから，その体積を V とすると

v=ヤ・(1- I)' ・ 1=;(1'-21'+1) Y

1(1)=1'-21'+I とすると

1'(1)=31'-41+1=(31-1XI-1)

であるから，士目減表より

t 。
1

3

/そI) + 。

1(1) メ 極大 、

x

λ
ν

る‘
司
仁

ζ

イ
ペ
を

大

f

最

4

一
引

き
=

レ
乙
、
、

l
j
/

の

l

一3

1
古
川
ぺ

=
a
;

は
対
の
最
パ
で
7
1

一3

r

=
b

t

お

は
に

v

lk

℃

〈
つ
0

よ 闘
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囚
圏
問 1 凶A→>0 より， <r <A く9ぴで机 l+ta山=47 より

co ー--
a I 1 一一 3

SA= へ/ 1-I-t::ln2A =5一'ー

よって

sinA=t叫ωA=4

BC
問 2 6ABC の外接円の半径を R とすると，一一一 =2R (正弦定理)より

sinA

より

R1BC15
一一一一一 2 sinA-2

閑 3 6ABC の面積を S ， AB=e, CA=b とすると，

s=~bcsinA=~ be ①

また(余弦定理)

62=b2+c2-2becosA

山2-3bc=36 ②

ここで， b 2>0, c 2 >0 より(相加平均相乗平均の関係)

b 2+C 2ミ2.[b苧=2bc ( ・: b>O, e>O) …③
が成り立つ.ただし，等号が成り立つのはb=c のときである.

②，③より，ぉ+会怜おc :凶5·..@

①，④より

2. _2
s=:bc~ ー・ 45=185vV;::;:;;5

ここで，等号が成り立つのは b 2=45 すなわち b=c=3.jぎのときである.

よって， s は b=e=3Jf[ のとき最大値 18 をとる.

すなわち， ムABC の面積の最大値は 18 であり.このとき AB=3Jぎである. 園

nu



回

悶3

図画1

2. 8~? _ .__I b e _~¥
S=;besinA=::be=::R2sinBsinC(0: 一一一=一一一 =2Rl5"'"'-50U w u.o..., w u.o", ¥ 0 sinB-sinC-~oU J

=3R2 ・(ーを )(COS(B+C) 一州 B- C)}= ーさ RいosA 一州 B-C)}

=さ R2 時+ω (B -C)}~ ~R2(;+1)(・.情 (B-C) 三 1，等号成立は B=C のとき)

圏:Ml 2

32~?
=一一 R

2

=1825
(以下略)

(以下略)

S= ト6 山B=6R ωωC (0 話τ =2R)

=6Ro(-~ ){COS(B+C)一州B-C)}= -3R{-cosA 一例B-C)}

=吋喜+州B-C)}豆吋会+←与R=18

園薗3

S=÷刷
? 25~')

b2C=1-sz …①

62=b2+e 2- 2becosA より，
I ~ 3. 5 ,.,\

b 2+ム3(S+12)(·: ωA=τ， be=玄S) …②

①，②より，
25

b2, e 2 は x についての方程式ジ-3(S+ 12)%+ーー82 =0 の実数解である.
4

この判別式を D とすると

D=9(8+12)2-258 2=問8+12)+5SH3(S+12)-5S}=(8S+12X-28+36)

であり t D~O となればよいから

(8S+12X-28+36)~0

-2S+36~0 (γ88+ 12>0)

ム 8~18 (以下略)

-31 一



回

問3

園~4

底辺 BCの長さは一定であるから.頂点、Aからの高さ(AからBeに

下ろした垂線の長さ)が最大のとき， .6.ABCの面積場大になる.

ムABC の外接円の内部において， A を通る駒子の長さが最大となる

のはA が直径の端点となるときであり この直径とBeとの交点をH

とする.ただし， A はムABC の外心O に関してBeと反対側にある.

このとき . LA=LBOH であるから，

OH=OBcosLBOH=RcosA

よって

AH=OA+OH=R+RcosA=R(l+cosA)=6

したがって

s= す 6·6 =18 (以下略)

A



E

B.:

C
y

数学

y'=3(%+1)2

後期日程

c:y=(%+1)3 より，

よって . t の方程式は

平成 20 年度

田

園問 1

y-(-I)=31% 一( -2)}

C と E の共有点について，

(%+1)3=3%+5 とすると (%=-2 で接することから (%+2)2 を因数にもつ)

:.t:y=3%+5

%

P と t :3%-y+5=0 の距離を

(%+2)1(%-1)=0

%=-2, 1
:.8:1, 8)

点 P(t ， (t+1)3)(-2~ t~ 1) とし，

I(t) とすると

問 2

一(t+ 2) れ-1)
ー(・.・ -2~ 三 t孟 1)

|

圃

R
u
-

+
=
戸
=
A
唱
E
且
.

eo=

‘
ild

u

一
二

竺
一
村

，
，E
、
=
n
，
.

一
宇m
v

a,
..
‘、

qoｭ

ー・

I(t)

一赤 t(t +2)
2(t+2Xt-l)+(t+2)2

1'( の=一一

より

増減表より

% -2 ... 。 ... 1
I'(t) 。 + 。

ー 一

パt) 沢一2) メ 極大 、 1(1)

六t) は同措大値件

園
2.1 百

よって，求める Pの x座標は O であり，このときの P と a の距離は一 τーである.

お



回

直富

岡 1 a"+l=2S"+45"-1 において，
n=1 とすると ， a2=251+4So=2a1=2
n=2 とすると ， a3=2S2+4S1=2(a1+a2)+4a1=気3a1+a2)=10

n=3 とすると ， a4=2S3+452=2(a1+a2+a3)+4(a1+a2)= 気3a1+3a2+a3)=38
ra 回 .L?=2S..μ +4S..

問 2 ~ 同 T“ no ・ "より

lan+1=2S"+4S,, _1

a ,,+2-a"+l=2(S"+1-S ,,) +4(S,,-Sn-1)

ここで ， Sk-Sk-1=ak(k ミ1) であるから

a"+2-a"+l=2a"+1+4a" :.a"+2=3a"+l+4a"(n 孟 1)

問 3 a"+2-3a"+1-4an=0 より，

t2 -3t-4=0 とすると，

(t +lXt-4)=0 人 t= -1, 4
与えられた漸化式は

an+2+an+1=4(a"+1+a,,)

と変形できるから . bn=a"+l+a" とおくと

b"+l=4b"(n と1)

よって，数列 {bPI} は初項 b 1 ' 公比 4 の等比数列である.

:.b戸 b 1 ・ 4 n - 1 =(a 2 +a か 4"-1

=3 ・ 4"-1 (n~l)

問4 与えられた漸化式は

(CHEC ヨ0

隣接 3項間漸化式

a"+2+pa"+l+qan=O(n=1, 2, 3,…)

において，

t2 + ρt+q=Oの2つの解をκβ とすると，

この漸化式は

a ,,+2-aa"+l=ptan+1-aan)

または

an+2-pan+l=a( a"+l 一βan)

と変形できる.

an+2-4an+1= 一(a"+1- 4a n)

と変形できるから ， Cn=a"+1- 4a n とおくと

Cn +1= ーら (n ミ 1)

よって，数列 {Cn} は初項 C 1 • 公比一1 の等比数列である.

:.C ，， =C 1 ・ ( -1)ト1=(a 2 -4a 1) ・ (-1)"-1=-2 ・(ー l)n-1 (n~1)

問 5 b ，， =3 ・ 4 n - 1 より ， a ,.+l+a"=3 ・ 4"-1 …①

Cn= ー2 ・(ー l)n-1 より， an+1-4an= ー 2 ・(ー 1)"-1 …②

①，②より

5a n =3 ・ 4 n- 1 +2 ・( -1) ト1

-3 ・ 4"-1+2 ・ (_1)n-1
n=-- .~ ¥ -, (n と 1) 園

-34 一



囚

軍習

問 1 ~ x刈x=~ x{ez), dx=xez-~ eZdx=xez-ez+C1=(x-ν+C1 (C 1 は積分定数)

問2 ト2e zdx=~ x 2{ez),dx=x2ez-~ 2xezdーャ-2(x-I)eZ+C2( ・.・問 1)

=(x2-2x+2)ez+C2(C2 は積分定数)

問 3 C:y=e z より ， y'=ez

よって， e の方程式は

y-e2=e2(x-2) :.e:y=e究x-I)
題意の立体は，底面の半径が 2 ，高さが 2e 2 の円錐から

C と y軸および直線y=e2 によって固まれる図形を y軸

の周りに1回転して得られる立体を除いたものであるから

V=�mぺ
:zM2dy

=3←
;r e 2一4ぐ::z〉ンZ〆2

ここで， ;:zX2dy において，

戸ーより，学 =e Z ， ~→ e
2

ax 川 O → 2

よって

内

『
U

x



囚

匿雪

間 1 /x+ メー/x-~~三 1 について

(i)(x+y~O かつ x- y~O) すなわち (y~x かつ y~-x )のとき

(川)ー (x-y 凶・必÷

(益) (x+y~O かつ x- y~O) すなわち (y~x かつ y孟 -x) のとき

川川 +(x-y 凶 .・立す

(温) (x+y~O かつ x-y と0) すなわち (y~x かつ y~-x )のとき

一(川)ー (x-y 凶川三ーを

(卸) (x+y 孟 O かつ x-y~O )すなわち (Y ミx かつ y~-x )のとき

一(川 )+(x 一必 1 ・ yg-÷

以上より，求める領域は図の斜線部分である.

ただし，境界線を含む.

図面

/x+ 川ミ /x-~+1 (この宵辺は正であるから)

。 /x+ 刈2ミ(/x- YI+1)2

〈争 4x Y-2/x-y/-1 ミ0

(i)x-y とO すなわち y孟x のとき

4xy-2(x-y)-I~O

(2x+lX2y-l) とO

Xと-41 z < -i2 I~= 2
・. ~ -または~

yとす Iy話す

(益 )x-y~O すなわち y~x のとき

4xy+2(x-y)-1 孟O

(2x-lX2y+l)~O

Xミt
.または

yミ一言
1

一2

1

一2

一

く
=
豆

x
v
'

x



回

優富

岡2 図の斜線部分の面積を求めればよい.

2aA(手~)， B(~，手)とすると，

扇形 OAB は，半径が 1 J 中心角がそであるから

扇形 OAB =~ .12
• ~=4~2... 6-12

点ベ 1 1-→出と2'2

~OCA+~OCB=2・(ムOCA)

ド/立- ~). ~I=立ニ12¥2 2J2

図の斜線部分の 2つの図形は原点に関して対称であり，その面積は等しい.

よって.求める面積は

かーと)=三一丘二!. ~12 4 J 6 2



回 !これと解法が違っていても同じ繍が正しい論理は明かれていれば正解でれ l

( 3a2-6a 4a2-Sa ¥ I0 0¥
問 1 A2=, ---- _--- J=I- I より，

¥2a2-10α+12 3a2-14α+16J ¥0 0J

α2-2α= 0, a2- 5α+6=0, 3a2- 14α+16=0

これらの方程式を同時に満たすのは，

α=2

問 2 B2=(2E+A)2=4E+“+A2=22E+2 ・ 2A， B3=(22E+2 ・ 2A)(2E+A)=23E+22ｷ3A

よって，

Bn=2nE+2n - 1 • nA …(*)

と予想できる。これを数学的帰納法で証明する。

n=lのとき， B1=2E+A=21E+21-1 ·1A より(*)は成り立つ。 n=k のときい)は成り立っと

する。 n=k+l のとき

Bk+1 = (2kE+2k-1kA)(2E+A)=2k+1E+~kA+2kA+2k-1kA2

= 2k+1E+2k(k+I)A

より(本)は成り立つ。したがって，すべての n について(*)は成り立つ。よって，

、

、
E

E
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E，
f

初

→
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。
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/
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国 [これと解法が違っていても飢餓が正しい論理により導かれていれば正解でれ l

問 1 v'i +JY=l を式変形するとゾ否 =l-JX である。

ゾ否 =l-JX特 y=(1-Ji)2=1-2JX+X (0 臼壬 1， 0~y ~ 1)

よって曲線 C は y=1-2 ゾx+x のグラフの一部である。

ダ =-x ーを +1

vH=jz-3

これをもとに増減表を書〈と下のようになる。

z 。 ... 1

y'ン 一V
y"J+V
U 1 ~ 。

よって C の概形は次のようになる。

y

。

c:JX+JjJ=1

x

問 2 P(α， b) は C 上にあるので b=1-2ゾ互+α

また悶 1 より P(a， b) I~おける接線の傾きは一去 +1

これより



l:y= 同+1):r;-""+1
x=o とおいて u切片を求めると -va+ 1

1/ =0 とおいて z切片を求めるとゾ五

関 3 求める立体は，底面が半径 1- J(iの円，高きが va の円錐である。よってその体積V は

v=手(1 _.jO.)2

.jO. =t とおくと

v= ド(1-t)2

右辺を J(t) とおき t に関して微分すると

f'(t)= ト(3 ♂ -4t+1) = ト(3t -1)(t-1)

1
これをもとに J(t) の増減を調べると O く t<1 の範囲では t= ーのとき極大かつ最大になることがわ

3
かる。

。
1

1t ...
3
...

f'(t)/+ 。
一/

f(t)/ノ 4 \、 ゾRl
1r

よって V は a=1 のとき最大値土 π を取る。
81

-40-



回 {これと織が違って吋岡崎が正しい細こより導かれていれば正解ですー l
1 _ k ょ唱 1 _k 1

閑 1 A(O， 2， O) とすると 80PI:PI:+l=80API:+l-80API:=~.2 ・ーエー....・ 2 ・ー=一
~ n ~ n n

司
晶

、
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=

斗
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町

内
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銭oqｭ問

問 3

1 =比 三 九 = ，b。 子 三 作 - ( ~ Y . ; = 手[ 1均 一 地
k=O - 1-.=0, 、 J ーヲU

問 4 y= 、fiX士吉とおくと計 = 2x-x2 より (x-1)2+が =1 で，これは中心 (1 ， 0)，半径 1 の円である。

よって定積分 _£1.j2x_x2d3; は，下図の斜線の部分の醐竺に等しい。ゆえに 1= 手 2=舎
九 4

y

-.41-



回 [これと解法が違っていても同じ結論が正しい論理により導かれていれば正解です。]

問 1

九 r04 Xu05 r+10C9 II!9!(r+2)1(r+10)! ~~ 5!5!
X on - =一一ー X .' __:_X _._. '..X 一ー-

PI r+U09"r04XIO05- 5!6!..(r+11)1..9!(r+I)!..101

11(r+2}
- 6(r+l1}

11(r+2)
よって >1，つまり r> 8.8 のとき PI <九が成り立つ。仮定より r~9であるから九〈九
6(r+11)

が成り立つ e

問 2

P叫1 r04X叫10 C5- n朝刊 C9

九 州・ +1009 ..r04X叫90 5

一 (n +10)! 'v9!(n+r-I-1)!'v (n+r+9)!....5!(π+4)!
X .' _:.X • _. .~ X

5!(n+5)! ハ (n+r+l0)! .. 9!(n+r)! ハ (n+9)!

一 (n+l0)(n+r+l)

一 (n+5)(n+r+l0)

よって九〈九 +1 {::::::::::}T!?? ヤ.t >l{::::::::::}n く ?-10

閑 3
5

r=50 であるから，数列{九}は n く~ X50-10=52.5 のとき凡く九+1 が成り立ち， n>52.54
のとき Pn>Pn+1 が成り立つo よって Pn は

n=[52.司 +1=53

のとき最大になる。
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回 [これと解法が違っていても同じ結論が正しい論理により導かれていれば正解で七]

間 1 (x2- X-2)+i(x2- 3x+2)=0
よって

x2-x-2=O

x2-3x+2=0

2つの方程式を同時に満たすのは

x=2

間 2 真数条件より， 4x-7>0, x>0, x-I>0

よって， Z 〉;

与式より

log4z2(4x-7)=lo~4{x-1)3

よって

x2(4x-7)=4{x-1)3

sx2-12x+4=0

n,a
2

一
5一

一
z

真数条件より

x=2

問 3 回転体は底面の半径が 1-t ， 高さが t の円錐だから，その体積は

V=id(1-t)2

右辺を J{t) とおき t に関して微分する.と

/'(t)= ト(3 t2 -4t+1)=ト (3t -l)(t-1)
1

これをもとに J(t) の増減を調べると o <t く 1 の範囲では t= ーのとき極大かつ最大になることがわ
3

かるo

。
1

1t ...
3
...

J'{t)/+ 。
一/

J{t)Vノ 4 \冶 ぱ81π

したがって，最大値か や=~)

a-A



図 !これと綿織っていても同じ結拾が正しい論理により導かれていれば正解です。]

閑 1 右図より

A
浩
一
k
d
q
d

一R
U

一
一
一
一

A

A

-
m

随

e
凶

F
』

問 2 LlABC の外接円の半径を R とすると，関 1 および正弦定理より

R=1BC=15
一一一2 血A-2

関 3 LlABCの外接円をS， その中心を0， BC の中点をM とする。LlABCの面積が最大になるのは，点

A と辺BC の距離が最大になるときである。つまり，A が S の優弧(長い方の甑)Beの中点に一致

するときである。

A

LBOM=A より，底辺BC に対する企ABC の高きは

AM=OA+OM=R+Rα沼A

15 15 3
=ーーーー』ーーー・ーー =n
4 .4 5

ゆえに，川C の面積の最大値は， i66=18

またこのとき. AB= ゾ'AM2+BM2=3V5
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固にれと解法が違って11'-ct>IRJCRa論肌い論劃とより導かれ川ば正解で丸]

開 1 v=3(x+l)2 であるから， A(-2, -1) における接鎮の傾きは 3(ー1)2=3
よって，接線は y=3x+5

(x+l)3=3x+5 を整理すると x3+3x2-4=(x+2)2(x-1)=0
よって， B の z座標は 1 となり， B の座擦は (I ， S)

閲 2 まず， C の接線m で E と平行なものを求める。 ダ = 3(x+1)2=3 より x=-2，'0となる。
x=-2 のとき m は t と一致するので， mが E と平行になるのは x=O のときである。曲線

C の A から B までの部分は，図のように E と m にはさまれているから， p と E の距離は C

と m の接点 Q(x=0) で最大になる。
島

..m

x

y

そのときの距離は l:3x-y+5=0 より

ト 1+514 2'/百

、132+(-1)2 ーヨ5 -g-

F
D
凋
せ

ゆ え に ， 求 め るz は x = Oで ，



国[これと解法が違叩叩じ結論但しい論劃こより導かれ叫ば正解でれ]

閲 1

α2 = 281+480=2al=2

a3 = 282+481=2(α1+ 匂)+4α1=2(1+2)+4=10

a4 = 283+482=2(α1 +a2+ α3)+4(al+ α'2) =2(1+2+10)+4(1+2)=38

問 2

αn+2 = 28n+1+4Sn ・・・ (1)

an+l = 28n+48n-1 ・・・ (2)

(りから (2) を辺々引くと

an+2-an,+1 = 2(8n+1-8n)+4(8"-8"-1)

= 2鳥時1+4偽z

α，，+2 = 3l1n+l+4an,

悶 3 閲 2 より

l1n+2+an+l = 句，， +1 +句" =4(an+l+an)

bn+1 = 4bn=4
2bn_1= ・・・ =4nb1=4"(α2+al)=3 ・ 4ft

b" = 3 ・ 4，，-1

悶 4 問 2 より

向+2-4an+l = -an+l+4an=(ーl)(an+l ー句ft)

. Cn+l = (-1)ら = (-1)2Cn_1= …=(-I)"Cl=(-1)"(α2 -4a1)=(ー2) ・ (-1)"

ら= -2 ・ (_1)"-1 =2 ・ (-1)"

閑 5 問 3，問 4 より

旬
、
‘
.
，
，

'
A

2
-
5+

as--

q
d
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d

一
一

、
‘
.
，
，らn
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O
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A

亡
h
u--

n可

-46-



置にれと解法措って門も同じ結論が正しい論理により導州川ぱ正解です。 l
閑 1

Jx品 = Jx咋が削制(作伊問附e♂円円z勺吋)'

= xe'-Jω

= (x-1)♂ +C (C は積分定数)

問 2

Jx'品 = Jx'州企
= x2e% 小品川

問 1 を使って

(1) = x'e'-2(x-1)♂ +C'

= (x'-2x+2)♂ +C' (C' は積分定数)

問 3 y'=e% であるから，接線 t の方程式は. y=e'(x-2)+e' .官 =e'(x-l)

y

4

2
x

t と百= e2 および u 軌によって図まれた図形を g軸のまわりに回転して得られる門錐の体

積を巧，図の打点部分を百舶のまわりに回転して得られる立体の体積を%とする。すると.

求める体積は VI -\告で与えられる。

l: 官 =e'(x-1) であるから ， f は E 制!と官 = _e.2 で交わる。ゆえに

同 =j 蜘{e' ー (-2)}=;d(1)

47 ー



また，

巧 =π(均例
(2) では x =logy である。置換積分すると，

俳424h=πL
2

%2拘伊)

間 2 より (3) =π(2e~ -2) …(4)

州より求める糊i 1r G.?+2)

-48一
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回同と解法が違ってし叩じ結論叫い論理により導州叫ば正解です'0 ]

開 1 x+必い一位 0 のとき， (x+y) 一 (x-y)= 2時 1 :.y ミ j

x+ 必い一括 0 のとき・ (x+y) +(xード民 1 :.x ミ i

x+y 壬 O， x-y 三 0 のとき，一 (x +y)+(x-y)=-2y 主 1

'
A
-
q
a

冒
A
-
q
&

一
一

く
=
く
=

z

u

x+y 孟 O， x-y ミ 0 のとき，一 (x+y) 一 (x-y) = -2x ミ 1

求める領域は下の左図の斜線部分である。ただし，境界銀を含む。

問 2 問題の領域は，原点に関して対称な下の右図の斜線の部分なので，求める領域の面積を S と

すると

i=f(FEート=I-i 今1 ただし， I=fFhで枕

I=fωt·eωta=f1+ず2ta=iト学l: =~·i

S ー竺-ぺ-1-

y y
.
1

x Z
1
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「第 32 回高校数学教育を考える会」実施報告

大学入試問題研究委員会

上江洲 寿(県立開邦高等学校)

1.はじめに

今年度で 32 回を迎える f高校数学教育を考える会一琉球大学数理科学科との懇談会一j が下

記の通り開催された。この会は、本年度の琉球大学入試の現状等を題材に、琉球大学数理科学科

と本県高等学校数学科との聞で情報・意見交換をすることによって、本県の高校数学教育のさら

なる発展に寄与することを目的とした会である。

〔日時〕

〔場-所〕

〔球球大学側参加者〕

〔司会〕

〔代表質問者〕

〔使用資料〕

平成 20 年 5 月 16 日(金) 16:00-..17:00

沖縄県立那覇高等学校視聴覚教室

西白保敏彦，平安名常儀，神山清彦，小須田雅

崎間恒哉(知念高校)

上江洲寿(関邦高校)

「琉球大学平成 20 年度大学入試試験問題(前期甲・乙・後期 )J

f琉球大学平成 20 年度大学入試解答例 J (琉球大学作成)

f琉球大学平成 20 年度大学入試解答例 J (大学入試問題研究委員会作成)

2. 実施報告

今年の会も、これまでと同機に今年度の入試問題や受験生の解答状況を題材に、高校側からの

質問に、大学側が返答するとしづ形式で進められた。疏球大学から参加して頂いた先生方は、問

題作成側としての守泌義務や限られた時間の下での返答となったので、全ての質問に十分な返答

がなされたわけではないが、高校での指導における具体例や大学生の入学後の学脅に向かう姿勢

など、機々な情報・.意見交換がなされ、高校の教科指導において多くの示唆を得ることができた。

その中からいくつかの質問・返答を以下に示す。

①(入試問題全般に関して)

匠亙 「各大間毎に小間の配点や正答率を教えて頂きたい。 j

区亙 f具体的な正答率や平均点などはこの場ではお答えできません。後日、琉球大学側か

ら楚表される入試データ以外にはお伝えできることはありませんので、そちらを参考になさって

下さ b 、。砿どもは、全国の受験生を公平に扱わないといけない立場上、ここにお集まり下さって

し、る学校だけに有佳な情報というのは伝えることができません。どうぞご理解下さい。 J

②(前期日程(数学甲)の大間日間 2 に関して)

匠~r 琉球大学からぷされた解答例は数学的帰納法を用いていますが、大学入試問題研究

委員会では二項定理を用いて解答例を示しました。実際の受験生はどのような解答が多かったの

でしょうかけ

。
υ



区亙 「どちらの解法を用いた解答が多かったのかはよく分かりません。ただ、大学入試検

討委員会で示された二項定理を用いた解法が成り立つのは、単位行列Eの積の可換性があるから

です。大学に入学後、線形代数の講義で、行列の積の非可換性でとまどう学生が結構し、ます。ぜ

ひ、高校での授業でも、行列の積の非可換性についてしっかりと指導をお願いしたいと思います。 J

fまた、大学側では数学的帰納法を用いて解答例を示しましたが、この数学的帰納法の受験生の

出来があまりよくありません。 n=k で成り立つ仮定して、 n=k+l のときも成り立つことをそ

の仮定のもとに示していけばよいのですが、 n=k の k をすぐに k+l で置き換えただけで、すぐ

に n=k+l でも成り立つという解答例なども見られます。数学的帰納法の意味を理解していない

せいでしょう。」

③(前期日程(数学甲)の大問団関 1 に関して)

医~r曲線の概形を図示する問題ですが、この曲線はx 軸、 y 軸の近くでは軸に接するよう

になります。実際の採点では、このような所まで確認して採点を行ったのでしょうか。 J

匡亙 「実際の採点の具体的なお話はできないのですが、基本的には増臓にもとづいた曲線

の概形が図示できていればよろしいと思います。ただ、実際の入試では、正しい増減表を書く前

の計算を正しく処理できなかった受験生も結構いたようです。 J

④(後期日程の大間固に関して)

医~. rこの紡IJの一般項を隣接 3 項問漸化式の特性方程式を用いて解答した場合はどのよう

な採点になるのでしょうか。 J

区亙 「正しく解答が記述されていれば、よろしいと思います。ただ、受験生の中には問題の

解き方のパターンだけを暗記していて、その解き方が用いられる根拠や条件などを本当に分かっ

ているのか怪しい解答もみられます。間違った条件や記述の仕方によっては認められないことも

ありますので、高校側でも教えるときには、その辺りまでしっかりと教えて頂きたいと思います。 J

⑤(後期日程に関して)

匿~r今回の後期日程の入試問題の大聞が 4つありますが批判分野からの出掛 1 問し

かありませんでした。後期日程は数理科学科の受験生だけが受験しますので、数理科学科に入学

を志望する生徒にとっては、高校で数学皿をしっかり学習して入学すべきだと思います。となる

と、後期日程の問題では数学皿分野からの出題が中心になると思うのですが、今年度はそうでは

なかった。これに関して何か意図があるならば教えて頂きたい。 j

区亙 「数学皿分野からの出題が 1 間しかないというのは、今のご指摘で気がつきました。私

どもが作間する際には、学習指導要領を超えた範聞での出題はないかどうか、表現は適切である

かどうか等には気を使っていますが、どの分野からどれだけ出題するかとういうことには、あま

り気を使っていませんでした。確かに、後期日程を受験するのは数理科学科の受験生だけですか

ら、作聞の自由度は前期に比べて高いと思います。その年の作問者によって、見たい力を見ると

いう立場で出題していますので、今年度の後期日程の出題に関して特別な意図というものはあり

ません。 J

以上のような、質疑応答が 50 分程続けられ、その後、今年度の受験で受験生の解答から感じた
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ことを大学側参加者に話して頂いた。その内容をまとめると次の 5 つになるが、それらは我々の

教科指導においても工夫改善が求められる点ではないだろうか。

①計算カが弱い。

②論理的な思考・表現ができていない。

③問題をよく読んで解答して欲しい。

④ただ、解答するのではなく、しっかりとイメージをもって解答して欲しい。

⑤解き終えたら、出た答えをチェックして欲しい。

そして、会の最後に、西白保敏彦先生より、今後の高校数学教育に望む 3 つの提言を頂いた。

その提言を以下にまとめる。

【提言 1] r基礎学力の充実j

基本的な計算や公式をきちんと使うことができない学生がまだまだいる。高校の数学教育の現

場でも、まずこの基礎・基本の徹底をお願いしたい。

【提言 2) r意欲を高める指導の工夫j

学生の数学を学ぶモチベーション(意欲)を育てて欲しい。そのためには、広い数学的なパッ

クグランドに基づく、高い視点からの指導が必要である。ぜひ、そのような指導をお願いしたい。

【提言 3) r論理思考力の育成j

学生の論理的思考力を育成する必要がある日大学生でも論理的に考えることがなかなかできな

い学生カ旬、る。論理的思考力を育成していくためには、今までのような教師から生徒へ知識を伝

達していくだけの lWAY指導では駄目ではないか。オーラルコミュニケーションを用いながら

綬業を展開する 2WAY指導が有効なのではないか。

3. さいごに

この会は、琉球大学の数理科学科の先生方と高校数学科の先生方が一同に介して、入試問題を

題材に、嫌々な情報・意見交換をする年に一度の貴重な会である。そこに集まる人は大学、高校

と指導する学生の年が若干異なるだけで、数学を学ぶ若者を指導していくとし、う立場は皆同じで

ある。そして、そのような学生に向き合う想いも皆同じではないだろうか。数学を楽しく学んで

欲しい、数学の力をできるだけ育ててあげたい、そのような想いを抱きながら、学生の指導を日々

行っていること乏あろう。今回の会でも、高校の数学教育において、示唆に富む情報・意見交換

がなされたと思う。しかし、それを学校に持ち帰り、指導の中で具現化するのは、授業で生徒一

人一人と向き合う我々である。このことを肝に銘じて、これからの授業の工夫改善に努めていき

たいと思う。あと、この会の意義を考えると、もっと多くの本県高校数学科の職員が参加しでも

よいのではないだろうか。年に一度しかない貴重な機会である。たまには、大学側の先生方と意

見を交換して、違う視点から、自分自身の教科指導を再評価してみてもよいのではないかと思う。

来年以降の会はより多くの高校数学科の職員の参加に期待したい。さいごに、お忙しい中、会の

ために貴重な時間を作っていただいた琉球大学数理科学科の西白保敏彦先生，平安名常儀先生，

神山靖彦先生，小須田雅先生、会場となった那覇高等学校の先生方には心から感謝の意を示して

本稿のむすびとしたい。
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高密習
フィンランドの高等学校教学教育について

-pISAの調査結果を受けて~

沖縄県立首里高等学校宮城竜幸

目的 2ω3.2∞6年P I·SAの調査で好成績を修めたフィ

ンランに世界から注目を集めるこの国の高校数学の授業

はどういうものだろうか?素直に調べてみたいと思った。

本稿の目的は，フィンランドの教育の特徴と数学教科書の

内容を探り，自身の教育実践に役立てることである。

フィンランド 日本とほぼ同じ広さの国土に，人口約 520

万人が住む北欧の因。この国は 1990 年代の初め，失業率

が 20%を超える不況に苦しんでいたが，その後. IT産

業の急成長で景気が回復し，今では世界トップクラスの経

済競争力を誇っている。

PISA調査の目的将来社会に参加したり，生活したり

していくカを，生徒がどの程度身につけているかを調べる

PISA飼査によるフィンランドの生徒の実際

段聞の成績を見ると，フィンランドがDECO平均を大

きく上回る問題は，理由や説明を記述する形式の問題であ

る。また，質問紙調査の分析から次の特徴が挙げられる。

.数学に関する興味・関心は日本と同様にDECO平均

より低い

・数学の学習を将来の仕事と結びつけて考えている生徒の

割合が高い。日本は逆に低い。

・数学における不安は平均より低く，日本は逆に高い。

(国立教育政策研究所. 2∞4)

フィンランドの教育システム

-就学前教育 (1 年)

・基礎教育(義務教育) (9 年)

-高等学校 (2-4 年) or 職業専門学校 (3 年)

・大学 or 技術専門学校

フィンランド教育の特徴

·PISA の目指す教育を取り入れている

・教師は，国民から信頼され自由度が高い

・教育に絡差が少なく，学力格差が非常に小さい

・教育にお金がかからない。なお，麓学前教育から大学

まで，教育費はすべて無料である。

フィンランドの数学教育の特徴

・指導内容の中に，長文を読み読解カを問うような問題が

扱われている。

・6- 9年の指導内容に数学史が取り上げられている。

これは，数学という学問が，これまで社会生活において

呆たしてきた役割を生徒に伝える意味で特徴として挙げ

られるのではないか。

フィンランドの高校数学の教科書から

例 フィンランドのある町の年間気温は，関数

I2π 、
T(n)=14.68泊(菰n-1.87) 一 0.97 (OC)

(n=1, 2, 3,··· , 365)
で表され，そのグラブは下のようになる。

次の間いに答えよ。

問 1 5 月 1 日の気温を求めよ。

問 2 気温が 10°C 以上になる期間を求めよ。

研究の成果と今後の課題

「フィンランドの生徒は，数学の学習を将来の仕事と結

び付けて考えている。 J という熊倉先生の論文を読み，フィ

ンランドの数学教科書を読みたいと思った。実際，教科書

には実生活に結び付いた問題が多くあり，日本の教科書と

の違いを感じた。『先生，数学勉強して何の役に立つのj と

話す生徒が多い中，フィンランドの教育から良い点を取り

入れ数学は実生活に深く関わっているんだという事をもっ

と生徒に伝えていきたいと思う。また，フィンランドの情

報を入手するのが困難で教科書が一種類だけだったのが残

念である。これからも，他の教科書を参考にして研究を継

続していきたい。最後に，フィンランドから教科書を送っ

て頂いたSonnyNakai さん。インタビューに協力して頂い

たフィンランドからの留学生 Elmeri 君に感謝の意を表し

たいと思う。

参考文献

rr学力世界一j がもたらすもの』
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『フィンランドに学ぶ教育と学力 j 庄井良信/中嶋博
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高第 2部会

『数学的な考え方を育てる学習指導の工夫』

~数学的活動を取り入れた「共同学習j を通して~

沖縄県立宜野座高等学校 宮城嘉也

1 はじめに

本校は 1 学年4 クラスからなり，全校生徒404 名で

普通科のみの小規模校である。日頃の教育活動や学校行

事等において地域と密接に関わりを持ち， r地域の学校J

と呼ばれるような特徴を持っている。小学校の頃から慣

れ親しんだ友人達と机を並べているので互いの関係はと

ても良く，会話も多い良い面がある。しかし，近年は少

子化の影響で，他地域の生徒の占める割合が徐々に増え，

多犠な生徒が多くなり，ほとんどの教科で習熟度別授業

を行っているが，指導に苦労している現状である。

2 主題設定の理由

高等学校学習指導要領において，数学科の目標には，

数学的活動を通して，数学的な見方や考え方のよさを認

識し活用する態度を育てることなどが示されている。

また， [司立教育政策研究所が実施した調責結果において.

指導 tの改誇点のひとつに『生徒の主体的活動に基づく

学習指噂の工夫j が挙げられた。これまでの自分の授業

においても同様の課題が多く，数学的な考え方を育てる

ことが十分ではなかった。そこで，このような課題を改

善するために，これまでの教師主導の授業を，一斉学習

やグループ学習で生徒と教師，生徒同士が対話を通し，

問題解決の思考を構築する態度を養う学習形態を共同学

習ととらえ，そこに数学的活動を取り入れることで，数

学的な考え方を育てることができるのではなb、かと考え

本主題を設定した。

3 研究内容と実践

共同学習の展開

①理解しやすい内容，基礎的・基本的事項を指導する場

合に有効である一斉学習で，単元の始まりを指導する。

基本例を中心に生徒との対話を通し理解を深め.生徒の

興味・関心を引き出し.自ら意欲的に課題に取り組む態

度を喪う。

@応用・発展的な内容を指導する際は，グ‘ループ学習で

行う。教師が発聞を過して生徒に投げかけることで，問

題解決に必要な知識や技能に気づかせるよう支援してい

く。そして，自分の考えを簡潔明瞭にまとめ工夫し，グ

/レ-7'内で強表できるように指導し，その発表を通し，

生徒問土の対話の中で数学的根拠に基づいて解決へと導

く 3 その解決過程では，他の意見を聞き，自分の考えと

比較検討し，自ら判断する態度，お庄いを尊重し，民主

的に話し合い，筋道を立ててまとめる態度が育成される

よう取り組む。

③グループでまとめた内容をクラス全体に理解できるよ

うシートにまとめ発表することで，さまぎまな問題解決

を知り，思考過程を振り返りながらまとめを行う。

4 研究についての考察

(1) 一斉学習を通して

一斉学習では，ワークシートを中心に基礎的・基本的

な内容を具体例を用い，生徒との対話を通し理解を深め

ていった。ワークシートを利用することで，生徒の板書

に費やす時間を対話することにあて，生徒の考えを引き

出す発問や，生徒の疑問に対応することにより，生徒が

意欲的に授業に取り組むことができたようである。

(2) グループ学習を通して

グループ学習では，自らの考えをまとめ発表し.その

後グループ内での対話の場を設定した。その際，キーワ

ードを用意し，生徒がアイディアを結ひ.つけた考えがで

き，筋道を立てて解けるよう支援を行った。グループ内

では発表形式ではなかったが，それぞれが自らの考えを

出し合い，既習事項を使って数学用語の確認などをし，

グループの考えをまとめていった。発表のシートにはグ

/レープの考えを思考のながれがわかるように，利用した

性質や説明文を入れる等，他のグループが理解できるよ

うに工夫をこらした発表が行われ，数学的な考え方を身

につけることができたようである。

5 今後の課題とまとめ

・一斉学習・グループ学習ともに用意していた演習問題

に取り組むことができず，定着という面で強化する事が

できなかった。教育機器などの利用や発表の方法等で授

業時間の有効な活用についての工夫が必要である。

-自ら課題を解決することができず，グループの議論で

は他の解答を聞き，理解するだけになっている生徒等へ，

個に応じた指導をどのように工夫していくのか，さらに

研究を深め継続・実践する必要がある。

数学的な考え方を育てる学習指導の工夫として，この

ような取り組みを通して，生徒の数学に取り組む意識の

変容を健認することができ，授業形態の工夫の重要性を

認識させられた。今後.さらに，生徒にとって学習効果

の高い授業形態について，研究を深めていく必要がある

ことを実感した。



高第4部会

『基礎学力の定着をはかる』

~座標空間上の点や平面のコンテンツ作成とその効果的活用の研究~

沖縄県立那覇国際高等学校金級順也

1 はじめに

中学 l 年生で.原点 ·x 軸・ y 軸を用いて 2 次元平面の

学習が始まる。そして高等学校数学Bで，原点 ·x 軸・ y

軸 . z 軸を用いて 3 次元の座標空間について学習する。

座標平面から座標空間に次元を拡張していくため，教科

書や黒仮等で平面上に儲かれた空間図形をもとに，頭の

中で座標空間における空間図形をイメージしていかなけ

ればならない。また，頭の中でイメージした空間図形を

ノートや黒板等の平面上に表現することも必要となる

が，これらのことが不得意なことで f空間のベクトルj

の導入の時点でつまずくことがある。

教科書や黒板等では平面上でしか描けなかった座際空間

上の点や平面を，コンビュータを利用することで.より

具体的にイメージさせることができる。また，座標空間

を回転させ，特高から見た図.上から見た図など視点を変え

て見せることで.生徒が座標空間での点や平面をイメー

ジしやすくなると考えた。そこで，成分を表すベクトル

や座標空間上の平面にアエメーションを用いることで，

対称な点の座標のちがいや座標軸に垂砲な平面をイメー

ジすることができる教材を作成し，その教材の効果的活

用の研究を行った。

2 研究内容

(1)教材について

本教材は，高等学校数学 B r空間のベクトルj を導入

する際に利用することができる。教師が教室でプロジェ

クタを用いて健示用として使用するものである。

教材の目的は.多くの生徒が直感的に座標空間上での

点や平面をイメージできるようになることである。

ワークシートも用意しているので，教材と合わせて使

用するとなお効果的である。

(2) 教材の特徴

①点の座標を入力すると.成分を表すベクトルがアニ

メーションで伸びていき，点、が表示される。このことで

座標空間における点と座標の関係をとらえることができ

る。

②座標平面，原点，座標軸に関して対称な点を表示す

る。もととなる点と対称の点の成分を表すベクトルを同

時に表示することで，そのベクトルの向きをもとに座標

のちカ旬、を捉えることができる。

③点から平面がアニメーションで広がっていく傑子

を表示することで，座標軸に垂直な平面をイメージする

ことができる。

@再生や一時停止の機能で点の成分を表すベクトルのア

ニメーションを制御することができる。

③入力した座標をもとに，点や平面が表示される。

⑥マウスのドラッグ織作で，座標空間を回転して視点、を

変えることができる。

⑦マウスの右クリックで，座標空間を拡大・縮小させる

ことができる。

@点、や補助線を表示または非表示にすることができる。

3 教材の内容

(I)所要時間 10 分--20 分程度

(2) ねらい

① 空間における座標の慨念が平面上の座標の概念の自

然な拡張であることに気づき，座標軸や座僚手面に関し

て対称な点の座標をl在感的に理解できる。

② f庖僚軸に垂直な平面の方程式J から，その平面を

イメージすることができるリまた逆に I座標軸に垂直な

平面j から，その‘ド師の万程式を求めることができる。

(3) 検証

① 検証の}]法

本教材を用いたクラス(以下. w教材活 JH あり』とい

う。)と本教材を用いていないクラス(以下. r教材

活用なし』という。)の 2 クラスで綬業を行った。授

業前・綬業後テスト(以下，授業前・後テストとする)

を実砲し，そのデータから 2 つのクラスの学習理解度

の伸び率等を比較し.教材及び活用法の分析を行った。

(4) 考察

検証授業を行い，得たデータを分析して以下の①~③

より，本教材の有効性を確かめることができた。

① 『教材活用あり~. r教材活用なし』の両クラスの授

業前・後テストの平均点の伸びを比較すると『教材活用

あり』の方が『教材活用なし』よりも平均点の伸びが 11.1

点高い結果であった。

② 学習項目 fA 点と座標の関係j の項目と. rC 平

面(直線)の方程式 j の項目で『活用あり~. r教材活用

なし』の授業前・後テストの正答率の伸び率を比較する

と. w教材活用あり』が. If教材活用なし』より伸び率が

それぞれ約 10%. 約 12.9% 高かった。

③ 学習項目 rB xy 平面に関して対称 j と比べ. rC

yz 平面に関して対称 J rO zx 平面に関して対称 j 等は

本時で初めて z 軸を学んだ生徒にとってイメージするこ

とが難しい。しかし『教材活用あり』が. w教材活用なし』

より授業後テストの正答率が高い結果が得られた。
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第61回九数教沖縄大会準備計画

年・月・日 関連行事 主な内容 事務局 総務部 研究部 運営部

R5
第 1 回準備委員会 九教教沖縄大会摺備委員会発足、大会計画概略の検討

月6 第34回沖教教大会 大会組織等の砲認、大会計画慨略の説明

月9 第 1 回推進委員会 九教教沖縄大会の引き受け宣言の準備、沖縄大会計画案の作成

1月1九数教理事代鑓員会 九教教沖縄大会の引き受け茸言、沖縄大会計画概略の配布

平成
月12総務・事務局会 単備計画案、大会計画、仕事内容と日程、協賛金依頼、研究主題等の検討

17 年

度 1 第 2 回準備委員会 仕事内容確認 佐事内容確認 部の住司王内容確認 部ω仕事内容磁認 部の住事内容確認

月 準備計画案の検討 準備計画案の検討 準備計画案の憤討 車備計画案の検討 準備計画案の検討

大会計画案の検肘 大会計画案の検討 大会計画案の検討 大会計画案の検討 大会計画案の検討

大会計画案の決定 大会計画案の決定 大会計画案の決定 大会計画案の決定 大会計画案の決定

研究主題の検討 協賛金依頼計画検討定 協協賛金依頼計画検討 研究主題の検肘 大会会場ω確認

研究主閣の決定 協賞金依頼計画決 賃金依頼計画決定 研究主題の決定 今後の見通し検討

協賛金依頼計画検肘 大会会場の確認 今後の見通し検討 分科会協議題例作成

大会会場の確認 今後の見通し検討 今後の見通し検討

4 第 3回車備委員会 講演講師の検討・交 大会計画案の確認 大会計画案の確認 大会計画案の砲認 大会計画案の確認

月 渉 予算案の作成 講演講師の検討 分科会協議題例決定 予算案の検討

予算案の作成 予算案の決定 予算案の検討 予算案の検討 会場借用仮申請

予算案の決定 講演講師の交渉 広告・寄付の交渉計 研究授業者発表者の

分科会協議題例決定 準備委員の手直し会 画旅行業者の検討 決定

準備委員の手直し 場借用仮申請 補助金交付申舗の準 共同研究計画の作成

補助金交付申請の準 備 研究発表及び指導案

金交付申請の準
備県市への倍増依頼 I趣県意市書へのの作待掛成依頼 作成要項の検討

5 第 6回準備委員会 熊本大会視窮摺備 熊本大会幌寝準備 熊本大会視窮準備 研究発表者の各県 熊本大会視軍需準備

月 講演講師の決定 講演講師の決定 旅行業者の決定 への割当て計画 アトラクションの検

分科会助言者検肘 研究の容発!表者ての計画各県 講分演科講会助師の言決者定憤lt: 部会講演講師の検討
討大会運営計画準備へ当

7
総九九務数教教教・事熊理務事本代局大議会会員会

熊本大会視察 熊本大会視窮 熊本大会視寝 熊本大会視察 熊本大会視積

月 広大告会計・寄画付案集の説め明 広告取り開始 広告取り開始

8 第4回準備委員会 熊本大会視窮報告 熊本大会慌窮報告 熊本大会視需報告 熊本大会視窮報告 熊本大会あ視り窮方報告
月 広告・寄付集め 諸団体への挨拶 広告寄付集め 運営の 検討7ト予

研究集録編集計画 研究集録編集計画印 。ションの検討

印刷業ン者のの格検討討 属IJ護者の検討

平成
7トヲ'ショ

18年
9 第 5回準備委員会 補助金交付申請 補助金交付申請 小中高部会別準備委

度
月 (小中高部会別) 会場借用申請 会場借用申請 員会

部{会各部は9会/2対2応開催、高}校

10第 6 回準備委員会 講演講師演題決定ア 各部係の進捗状況 講演講師演題決定広 講演講師演題決定 アトフクションの決

月 トラクションの決定 及び問題点の確認 告寄付 ωチェック 定

各県への依頼文作成 各県への依頼文作成 運営要項の検討

l 各及部び係問題の進点捗の状磁認 況 原印刷稿用業紙者作の成 決定

11 第 2 回推進委員会 九教教理代会準備 九教教理代会準備 九数教理代会準備 九教教理代会準備 九教教理代会準備

月 九教教理事代議員会 広告寄付の集計 l 広告寄付の集計 l 広告寄付の集計 l (研究部会} 運営要項の検討{運

|沖各縄県大，、会の詳依細頼 説明 l 沖各縄県へ大会の依詳細頼 説明 l依各頼県4州言者希望 |挨頼 拶文発表要項の依 営部会)

1 第 7回準備委員会 講師・助冨者決定 講師助百者案作成 講師助百者の集計 講演要旨依頼 運営要項の検討

月 I講助師言助者言申者捕のの決発定送

2 第 8 回準備委員会 小中高部会の研究 祝辞依頼 大会案内状の検討 小中高部会の研究 運営要項の検討

月 状大況会案のチ内状ェのッ検ク討 来賓検討 広告取り状況チェッ 状況のチェック

ク

3 第 9回準備委員会 運営要項の作成 進捗状況の千'1.7 '1 大会案内状の印刷 小中高各部会の研究 運営要項の作成

月 大会案内状の印SJI 広告寄付の集計2 状況の確認

進広捗告状寄況付ののf集'1. 7計q2 |研了究集録原稿収拾完 授確認業者発表者の最終

4 第 3回推進委員会 運営要項の決定 準備委員会最終手直 記録者選定・依頼 研究授業発表構備 運営要項の決定

月 準備委員会最終手直 し 研究集録の割付 看仮装飾等の依頼

l進し捗状況のfl.，，， 進諮捗問状佑況へののf挨Z拶7" 広告取り最終チェッ 会場申請ンの最世終話 確認
ク 7トヲ'ショ

5 第 1 0 固準備委員会 補助金の交付 補助金の交付 各記章の調達 指導案のまとめ 諸標不等の作成

月 那覇算研(兼リ仲サル) 広告校正 進捗状況のチェリ 講師助言者との連絡 会場伎との交渉 弁当・上時き交渉

進捗状況のfl.7" 広告校正 各部会運営要項の決

研究集録原稿最終 ，疋....・

チェック

6 第 曾且 回準備委会員一&向 進捗状況のf:z. 7 1J 進捗状況のf:z.リ 講師助冨者との連絡 指導案作成完了 運営瑠備打ち合せ

平成 月 沖中数教研究大 問題点と対策 会場校僕拶廻り 諸パンフレットの準

19年 高部会9'.-特大会 授業研究

度

7 第 1 2 回漕備委員会会 問題点と対策 総合チェック 総合チェック 運営最終打ち合せ

月 第 1 3 回準備委員 総合チェック 打ち上げ会準備 諸印制完了 研究集録袋詰め・会

九数教理事代議員会 九教教理代会油備 大会終了後の処理 場搬入

|番九号}数教沖縄大会(本 I反本省番及び打ち上げ
全体会場設営

9 各部会反省会 各部のまとめおよび

月 九数教理事代議員会 反省
，、w 沖縄大会参加及び協

11 力お礼

月
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九州数学教育研究大会沖縄大会準備委員名簿

係 責任者 小学綾部会! 中学綾部会 高等学校部会

準備委員長 合域 1.l H (IIt路大学}

副準備委員長 翁 I正式範{加制尚} 新川純子(聞出小} 川泌順 (t公島中) ~減 特(石川尚}
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北山 西 It礎研究

本部 小禄
H也""'-"盛』晶画」ーー→ 総務 研究

宜野座
那覇国際 戸島'"良一樹主主単一 十一一→

T緊

石川〒- "ー運営 研究 持明
忍覇西

研究 研究
寸皿主主-単J.<.I< 一← •

鶴谷山，，=研究 運営堂見減 研究

嘉手納 研究 上正 出H 事+事切52
運営

コザ国間~副 運営

護露 首里 区百 | 南風原
環鴎 |剛肩刷ー i 研究 II 向陽

研究 II I~~ 世措 |研究

竺J I~~ I同盟国 i顎首里東 1...-.宇崎 | 知念
|博品目 |運営

研究

北谷 !日一同 i 運営 I~一旦主
II |縄武範 際調| |時様 |

糸満 r::官官一 |運営

那覇

普天間

真和志

3宵添

;自

運営 那覇工

沖縄工

研究
名筒エ

研究

連絡先①・九教教沖縄大会総主車部(伊志嶺高典 那覇菌際高校 111860 ・回 3 l/ F. 品60-3810)

連絡先② 九数敬沖縄大会運営郁{崎伺恒議:知念高校 111 946 ヤ22071 F皿 945-6 槌6)

連絡先②:九数教沖縄大会研究部繍境保:重量見識南高校 111 邸0- i9501Fax8印 9239)
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準備2-a 準備2-b

全体会 (lio"- ioショio) 留会 (lioザ汐訪問)

大会日程 7/25(水) 8:30受付 大会日程 7/25(水) 11:30-

準備日程 前田 7/24( 火} 18:00-準備日程 当日 7125( 水} 8:30~

係 氏名 勤務校 、係 氏名 勤務、 按れ

。上原正也 首里
、』‘i‘、ぐι

。宮崎貴士 那覇工

首里 文吉貴信 那覇工

銘苅正人 宜野湾 山城芳則 糸満

dzhz降z 会場
場

岸本創 知念 垣花蹴 糸満

，園、

米吉亮一 知念
，ー、

酒本昌也 糸満
運 運
砕邑崎 天野正己 北谷 営 嶺井義彦 糸満. .
設 高良一貫 北谷 段

営 営
、....

、・'

。香村直 那国際 。仲地典ー 開邦

受
城間栄亮 那覇

受
城間江利 コザ

付 小野真太朗 那覇 付 玉城ルミ子 石川.
案 屋良美干代 那覇 案 上原真理子 糸満

内 内

。金城伸子 那覇 。佃智美 北谷

栗野公子 那覇 金城文子 北谷

来賓接待
宮城知佳 那覇

来賓接待
糸数元伸 北谷

福地薫 南風原 -、A 東当一哉 北谷

。吉田達也 首里東

駐';1:入車山輸t1・送、
。吉田逮也 首里東

駐車輪送
杉本博 首里東 杉本博 首里東

首里東 首里東、，

2007.6.27(水)高等学校運営部

準備 I-a 準備 1-&

分稗会{宜野湾高校) liB:宛授業(孤踊血高線)

大会日程 7/25(水) 14:00-大会日 程 7/26( 木) 8:30 受付

準備日程 前日 7I 24( 火} 16:00-準備目 程前 :ti B7/~4 伐} ・・・ ，司局e、p 也:00

係 氏名 勤務校 三億三平 氏名 勤務校

。上原正也 首里 、府 久を、一一、ハd 守、Lす‘、眠fψJムF可行品七泳ψ、や川、e入町、眠負V、 一.、、 。宮崎貴士 那覇工

首里 。 P “〆f‘守;‘・ i守句 ，又吉貴信 那覇工

銘苅正人 宜野湾

司会主
山城芳則 糸満

会
岸本創 知念 垣花誠 糸満

場

1二と七r場五遂包主でL、ミ"、 米吉亮一 知念 酒本昌也 糸満
運
営 天野正己 北谷 嶺井義彦 糸満.

ぷ山、一経々佐-
設 高良一貫 北谷 糸数元伸 北谷

営
東当一哉 北谷

、....

一U ー.'、 ι，oJ·，ョι参ー占ド比 l吋ι3ー一心円 九1、'gτf

。香村直 那国際

仰M ドに「乱Nバ町山川川駅市・>

。仲地典ー 関邦

城間栄亮 那覇 ‘城間江利 コザ
受

付 小野真太朗 那覇 玉城ルミ子 石川.
案 屋良美千代 那覇 上原真理子 糸満

肉
、‘

札与 ".n省，、'・ ‘吐守 失ε‘、 、，、.号

。金城伸子 那覇 ー。佃智美 北谷

栗野公子 那覇 金域文子 北谷

来賓接待
宮城知佳 那覇 金城伸子 那覇

福地濡 南風原 、、...、・ャ 也.市、 ,鳥 栗野公子 那覇

佃智美 北谷 '宮城知佳 那覇
6‘、凶，怖

金城文子 北谷
~:
福地薫 南風原

、‘,‘

。吉田逮也 首里東 説、:説L凶:ベぷ え》、ゆi訟一、ド語司Fい一F 。吉田逮也 首里東

杉本博 首里東 杉本博 首里東
駐車輸送

首里東 a、 川正;'.;、ト句 シ一;~守一;;、刊v 首里東

..........

記録 。上原正也 首里 記録 。宮崎貴士 那覇ヱ

司会 小学校 司会 伊志嶺嘉典 那国際

進行 崎間恒哉 知念 進行 崎間恒哉 知念
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発表者 勤務校

嘉陽田朝子 北山

川添貴司 浦添

減問直美 首里

比嘉紀朝 那覇

宮良辰博 八霊山

授業者 勤務校

黒島栄 那覇西

平田直樹 那覇西

小波津哲也 小禄

白金広明 那覇



第61 回九州数学教育研究会沖縄大会

分科会，授業研究会司会・記録・運営委員の担当表

i/J~会裁定会 (:i害患第Jまフ

ロ会
伊志嶺嘉典
(那覇国)

比嘉良太
ー

記録
(那覇国)

平良皆也

(那覇国)

258~ポ全体裁定(~~え~府タノ
砂川寛

(沖工)
記録

前田ゆりか

(沖縄工)

258じポグ符会
富一分科会 窟-分科会 第一分科会 第四分科会 第五分科会 第六分科会

1)教育課程
2) 学習指導

3) 学習指導
4) 数学 I A

5-A) 5-B)
学習指導法 法と評価 大学入試 大学入試
とその評価

法と評価
数学 IA

数学lI B
自由研究 自由研究

沖縄県発表者
宮良辰博 嘉陽田朝子 城間直美 川比(f 浦嘉添却1貴紀添覇朝)>司
(八重山) (北山) (首里)

運営委員
浦添志乃 砂川真木 平田敦志 山里貞俊 渡名喜徹 平安山真聖
(嘉手納) (小禄) (普天間) (真和志) (小禄) (泊)

ロ会
西原誠 安仁屋宗一郎 宮城竜幸 上江洲隆 新城武光 徳門潔

(那覇国) (浦添) (向陽) (那覇国) (小禄) (首里)

吉本振一郎 宮里恵太 仲本知恵 玉城佑 新垣公嵐 与儀ちなみ

(沖工) (球陽) (浦添) (泡瀬養護) (球陽) (郡覇西)

記録

山内梨奈 上江洲綾子 石垣尚美 松田あずさ 前演範一 平野文彰

(読谷) (北山) (北中城) (本部) (球陽) (宜野座)

268r求授業研究会

授業者
白金広朗 黒島栄 小波津哲也 平田直樹

(那覇) (那覇西) (小禄) (那覇西)

運営委員
城間直美 玉城佑 宮里恒輝 江田春信

(首里) (泡瀬養護) (浦添) (向陽)

司会
宮城竜幸 照屋栄樹 徳門潔 西原誠

(向陽) (豊見城) (首里) (那覇国)

記録
渡嘉敷真吾 玉城ルミ子 平良六二 上江洲隆

(首里) (石川) (IJ 、禄) (那覇国)

事務局 |新垣保|吉本町|



九数教研究大会沖縄大会反省(高等学校部会)

0研究部全般

・前回沖縄大会資料が無く、研究部の仕事内容などが分からずと惑ったo

-研究部内の仕事分担を明確化するべきであった。

・分科会、授業研究の運営委員、司会、記録担当者を集めるのに苦労した。運営部も含めて高校部

会全体で 4 月頃から依頼する方法を検討したい。

・運営委員、司会、記録担当者への説明会が台風のために 4 日前の 2 1 日になったo 6 月中または、

7 月期末テスト時に実施できれば良かった。

-研究部記録係へ作業データの手渡しゃ作業負担の代償としてフラッシュメモリーを配布できたこ

とは

良かった0

・各記録係から送られてきたで研究紀要原稿の書式通りに変更する作業が大変であったo 写真の大

きさやページ数など多少の違いは許容できるのではなし、かと思う。

0分科会

・コンペンションホール 全大会 記録は 2階席机を準備現地音声係りに MD を前日で渡しなが

ら依頼する。受け取りは、アトラクション終了後であったが、この後も小学校部会が引き続きあ

り、担当者は忙しそうだ、った。小学校終了後のほうがよかったo

-全体総会、全体講演、部会総会、部会講演の写真係りが必要であった。

-分科会係り集合 12:30 助言者控え室。研究部単独の部屋の確保がベスト

・発表者への集合時間を高校部会終了後，諸連絡で行ったが，聞いていない発表者もいた。特に沖

縄県の発表者は殆ど発表に間に合わせてくるので，事前に集合時間や場所の連絡をしていた方が

よかった。

・発表者へ事前説明を行った。

(発表順序，時間配分，資料の受け渡し， PC とプロジェクタの確認などについて)

・助言者や授業者の使え室クーラーが 2時からしか点かないとのこと。急逮入れてもらったo

・助言者の先生方の到着時間がまちまちで、 1 3:45 ごろ説明会をした。

-助言者への資料の受け渡しと氏名読み仮名の確認を各分科会運営委員が行った0

.助言者へ研究会流れや連絡説明を研究部担当者が行ったo

0授業研究会

・急病で出席できない係が出た。補助を数人確保しておいたほうがよかったo

-各係りの集合を 8 :30 助言者控え室としたが，早くいらっしゃる助言者がし、た。集合は役員

控え室がよかった。(研究部単独の部屋の確保がベスト)

・助言者への資料の受け渡しと氏名読み仮名の確認を運営委員が行ったo

・助言者へ研究会の流れや説明，連絡を行ったo

・授業指導案、資料など準備数を綬業者へ連絡していなかったため、不足が生じた。200部は必

要で、あった。(研究部から授業者の世話として連絡するべきで、あった。)



-資料の配布方法について、運営委員が資料を預かり、教室前においた。また、少ない場合は、少

し確保しておき教室内で授業前にとってない人へ配布した。また、授業研究時に少し配布した0

.授業者の世話を研究部がやるべきであった。

(日程や場所の連絡、資料の準備部数など 研究推進係が行う)

・生徒への記念品の準備が遅れた。記念品当日配布の場合、運営委員か司会かで授業終了後生徒へ

配布したほうがよかった。

0運営部

・前回沖縄大会資料が無く、仕事内容など惑った。

・早い時期に運営部の集まりをもって仕事内容のチェックをするべきであった。

・運営部実行委員の依頼にとまどった。参加費自己負担のお願いを理解してもらったので助かった0

.運営実行委員の役割を一人一役と考えていたが人数が集まらず複数の作業分担となってしまった0

・宜野湾高校(分科会会場)の窓口をきちんとお願いしていなかったので、宜野湾高校の先生に負

担を掛けてしまった。(道具の調達、教室の開閉など)

・大会当日もいろいろな雑務が出てきたので役員専用の控え室を準備する必要があったo

・プロジェクタ(借用)、スクリーン(借用)、延長コード(購入)等の準備、調達に苦労した0

・弁当の予算を 1 人当たり 500 円で準備したが事前での検討が必要である。

・一般用弁当の個数は 100---150 でよい。

-臨時駐車場が確保できたので安心して対応できた。

0全体会・部会(運営部)

・前日の準備における担当者に事務局代表(責任者)をおく必要がある。今回は小学校の先生が取

りまとめてくれたので‘助かった。

-舞台掲示物は業者に依頼して良かったと思う。予算があるのなら全て業者発注でもいいのではな

し、ヵー。

-当日の進行は順調であったo

・部会講演ができよかった。

-部会総会ではリボンを付けていない。

0分科会(運営部)

.会場準備には万全を期した。

-茶菓子(ササインタ~:r-) が準備できたので良かったo

0授業研究会

・会場案内板の設置ができた。

・お茶を出したのでとても喜ばれた。九州の先生方から助かりましたとの声多数有り。
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九数教大会開催地一覧

年度 回 開催地 年度 回 開催地

昭和22 熊本市 5332宮崎市(日数教全国大会)

23 2 別府市 5433佐賀市

24 3 宮崎市 5534北九州市

25 4 佐賀市 5635長崎市

26 5 福岡市(日数教全国大会) 5736鹿児島市

27 6 長崎市 5837熊本市

28 7 鹿児島市 5938大分市

29 8 別府市 6039宮崎市

30 9 熊本市 6140武雄市

31 10宮崎市 6241福岡市(回数教全国大会)

3211佐賀市 6342佐世保市

3312福岡市 平成元 43鹿児島市

3413佐世保市 2144熊本市

3514鹿児島市 3145浦添市・西原町

3615熊本市 4146大分市

3716別府市 5147宮崎市

3817宮崎市 6148唐津市

3918武雄市 7149北九州市

4019北九州市 8150長崎市(日数教全国大会)

4120長崎市 9151鹿児島市

4221鹿児島市 1052熊本市

4322大分市 1153浦添市・那覇市

4423熊本市(日数教全国大会) 1254大分市

4524宮崎市 1355宮崎市

4625唐津市 1456佐賀市

4726福岡市 1557福岡市

4827佐世保市 1658鹿児島市(日数教全国大会)

4928鹿児島市 1759佐世保市

5029熊本市 1860熊本市

5130沖縄県 1961宜野湾市・那覇市

5231大分市 20 62大分市



平成 20 年 5 月 20 自

社団法人 九州数学教育会

大分県数学教育会

九州数学教育会会員様

九州地区告教育ll'員長線

九州地区書学校長線

九州算数数学担当者機 社団法人 日本数学教育学金

大分県教育委員会

大分市教育委員会

別府市教育委員会

日本教育公務員弘演会

催

銀

主

後

第 62回九州数学教育会総会並びに

数学教育研究(大分)大会ご案内九州算数 腫

平成20年7月 29日 ·30日、大分市において標記の大会(略称 九数教大分大会)を関催いたします。

小学校・中学校の学習指導要領が改訂されるとともに高等学校指導要領の改訂方針が明示さオL 皆綴方の多大な関心

のある折、大分県で算数・数学教育研究大会が開催できますことは誠に光栄であり、開催県としてその責任の重大さを

痛感するところであります。知識基重量社会の変化に主体的に対応し、たくましく生き抜〈力をいかに育んでいくべきか

について議鎗を深め合うなかで、これからの算数ー数学教育のあり方に大きな示唆が得られるものと期待いたしており

ます。

きて、本大会では、全体の研究主題を r rしらしんけん! J \些かに学び合う算数 数学教育』と股定しています。

友と支え合って算数・数学を学ぶことの楽しき、算数・数学の考え方の紫晴らしさを実感しつつ知識・技能を確実に身

に付け、それらを生活や学習に活用し、自ら課題をもって問いを繰り出し、粘り強〈探求できる児童・生徒の育成に資

する教育研究と授業研究を推進したいと思います。

つきましては、本大会の趣旨や意設をご理解の上、関係の先生方の多数のご参加をいただきますようご案内申し上げ

ます。

文
志

庇

考

宇田

長谷川

九州数学教育会会長

大分大会準備委員長

J『しらしんげん! J ・、豊かに学び合う算数・数学教育『1.研究主題

程

一
一
日
一
明
間7{29

(火)

受付 (30)

公閥復業 (50)

授業研究 (50)

鍵了

9:00

9:30

10:40

11:40

受付 (3 0l

発表 (30)

公開銀業 (S Ol

侵華研究 (S Ol

袋了

8:30

9:00

9:40

10:50

12:00

(30)

(45)

(45)

受付

公開盛業

授業研究

終了

,
q

9:00

9:30

10:30

11:30
7{30
{水}

※高専大学部会は、両日とも高校部会に合慌してください.
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4. 大会内容



13:00-

ザ):!";";r: 、‘ f
tb6JS423

"匂~

文部科学古初等中等教育局教育課程語教科調査官、

1'1500'::';73"0

街場助官者

"修正
..四刷

徳丸- ;J
t大分 a.. 1:I鍵.，

佐轟 a隆一ー
叫..

2・ 竹田 筒
抜...宵センター 3

罵尾忠司
t長嶋大和

日I l!i 晃央
t鑑賞州

ぞ圃.. 図 iE Q
醐牌開聞

緒方" ~,..予大手}

会嶋 iichik0総合文化センター

{音のJ且ホーJレ)

て
校
。
学
肉

3

等

こ
生
白
高

和
問
先
商

改
守
分

の
宏
大

寝
立
探
篤
県

育

f
一
分

教
.
尾
大

a周
~
長
山
帽

演
会

部会総会

部会鶴演

13:20-"

分科会

部主き鶴翫@
部
会
研
究
主
題

厳所発表者目銅S健発分科会

磁学!fl'.見方や考え方のよさ T膨IIする生徒を育てる学習俗場援の研ヲE

~勉学史の橋周を遇して~
福岡県立荷量高等学叙仁笹本

回向高絞4ニおげる竃かな学ヨ'J0)It::舗を図る爽鶴 a健保立a向高等学校
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習熱度に応じた多儀会術狙撃の工夫
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『商等学伎に必げるl!l学支l!lソアト告訴悶した図形鏑羽の研拍

~疋弦定理を教"として~

.IUHUiUl :l医吉高等学医小村償問
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実史学 !
量史学 A

敵学四

勉学 C

.阿創立小曾工皐a・，..野間賞窓

1空間概念を深めるディジタル線"の開発』
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2008年度

沖縄県立学校数学科職員名簿
学校名 氏名 聡名

1811lit 総積

小~笹保 Ilf妻

主幹樋涜 鈴草書

石場有ー 包塁審

奥羽 E覇健勇 a.a:字程・田

草紙学 a.a:零鍾・圃

多和田実 a.a:字書量・圃

教育庁 金事実正樹 ~e"

金総級 a.a:零種・開

比嘉正一 a.a:字魯・圃

宮城. a.a:零笹@宵

大策絡司 .Jl~・圃

高江測震 録健体育

%固守克 保健体育

宮線広行 晦健体育

教育センタ
IA 仲fll.

星野朗

石川自然の家 II 書味2有理 it 所長

選i韮匙喜屋 J
陸=F-

週土名 宗幸 教舗
|句里 太

I ¢I還 |手

!聞 .萎

北山 E特 大 教諭

金滅 !手

具志堅偉郎

知念盛一郎

本部
具志堅詮

教諭
知= 勝~

査. 知武志

伸4 耳ー

平! 山自仁

溜jl 幸江
島袋力

上間一人

続広行

名麗 '皇 !浩 教鵠

E里 L手

~数

里
金城

~L

&"l
t絹 一男 校長
t間 辰雄

宜野座
嫌嘉也

山峨先 教諭

|平野文彰

l屋嘉部豆塾

|金蝿啓 校長

窓各伯哲

宝塘ルミ手
細l 耳記手

石川 雪量 r 加素手
研先

教諭

E次 政人

一

ー大媛
前原

久培

ー 教頭
上江湖 時季~i-1
-: 睡

手車

;l1J 久
国4 iii 回

里 E

与勝
天野 E邑

教諭
E柑レオナ

|肉 冨智

江畳

天陪 事

i嶺 車

;p偉 実韓

上妻 爵文

江湖 置

鶴谷 事納 控 教諭

陸地 i智

|山下 広

!神谷 1香手

|山内 塑妻

字按名 氏名 聴名

|伊礼~

主塊割

嘉手納

瞳E
志乃 教簡

光測

l仲里

|率良 也 綾長

上原 :f 乍

岡村 l事l

具志川
h田恵次

i座 l幸 教諭

:吉

F原 |裕

古堅 也
大城 雄 校長

城間辰幸
教頭

金崎正巳

古渡海真

実里
玉擁勉

大域限

大沼里奈 教輸

外聞 震程妻

比嘉 真吾

l美里望

座間晴 良彦

照屋 院平

山田 盟子

|喜納 信夫

線開江 II

上茜 星銘 生智
コザ 教諭

友寄隆 ti

|韮謝藁之

|徳山篤史

|冥;栄田謹奉

垣花干香

~回章子

画 ff 弘
F 雄 校長
P 量洋 教頭

玉
h

多 回耳亜

|新 it史

照 守治

ド谷 5恵

疎陽
「堅宅 fJ<手

;友名徹也
教諭

同本ハ百合

金城悟鐘

|新垣公崇

宮里恵太
前渚範一

垣在庫夫

大域智史

高旦一宮

金属 f平

宮里;a

北谷
上原 3紀子

教輸
『田 習Z き

:糸 元伸
古.

!司

比 i僅

|伊1 :吉

大 E 恵
北中城 石商 日i築 教頭

|東佳素手

小野翼太朗

新城霊

比屋根克 校長

ロ置

怠嶺朝司

山畢

普天間 部覇清
教諭

金線栄一

護那髭

|安里佐智子

平田敦志

|真栄田盛夫 校長

|鹿田喜劇 教亜

宜野湾
i島袋 書.

上江湖 郁平

融
聾章

教泊

匡也

学校名 氏名 聴名

口車 教頭

i間味 B友

t野元 周!蔓

f浜 :周

里 ,ーii
西原 地 乃

教輸
擁 i婆

文乃

却 鎌 F祐

!!l|敷 B坦

HI 満 教頭

里民干

田修

E地 敢穆

久2事 iII貴

田場 訟手

浦添
II 混 置吉

l富相 哲雄 教諭
E仁屋 宗一郎

:7& 降一

'志知恵
L安名麗

I~ 。谷義人

;J 量望

IfIUD 清隆 教頭

西I夏諒
|仲 h 義代

天t 暗令

上江湖隆

P志嶺嘉典

}村 1首

那覇国際
l原 -鎗
』回 i幸 教輸

l里 ;香

金擁 也
比嘉 太

平良 f世

金線 t也

西村 五太朗

杉本 手亙

佐喜揖嘉代子

陽明
|豊里力也

教諭
上聞誼

t事l むっき

H里悟

波臓 ,ZEAZ

ヨ 皇

|宮 竜
|久 里即

上 E世

首里 |徳 潔 教鵠

湧j II 泰成

金域尚二件

毛 E幸

;敷 Z害
藁Z 再代

次 E和

a
石川政邦

宮媛厚司

杉本悟

首里東 上原由加里 教諭

吉田 1也

比嘉 t平

|松田 づき

大域

ー皿 E伸 校長

久H1iE憲
地興一
.錬耳

t材耳

関弗 :宮和担
教鵠

上江湖

|島袋尚

田口沼t

小嶺志，

|伊渡啓

-71 一



2008年度

沖縄県立学校数学科職員名簿

牢授名 民名 聴名

』長武 校長

i安費 f予 教頭

i間疎 :員IJ

fit
公

，、 [i 事

I~ l 人

u 震

那覇高 ・ 書

教踊

モ

比 !朝

文田 llll
新星 江

白金広

:塀雇

田邦 教頭

如古

真和志 l保I 郎
教舗

!橿宜

里民

谷屋 教頭

比j 幸

tpl -!t=r
凹開 悟樹

It 酒筏

小禄 六一
IJJrJ 置う' 教簡

，、~渇 If也
11 珂

加

団 w
事

沼田 iliE
'.'・

野

那覇酉
~・

教鵠s

回

|吉村 ilUl1

川満 E

擁

盟見場 教踊

平 E
|屋 【事E

比 臨ー郎

|中 章受 教頭

山 曙E

t 三国 寧聞

絹

錨

盟見械南 ，泊 I包
教蛤

知念

玉縄 t要

除吉 一

i童 l彦

P 温 志朗

色調疎 案事

E械

南風原
自地

教簡
E嫌 巴

目 日開

p 因究

軍

R
言 完封

ー
[置

Ii ,
向踊

宝 I先
教蹴

l嗣

署

降 一

事 t史

江田 if冨
|喜屋調 部as

護委

校長

。
，
“

学校名 l 氏名

41西弘

II遁かおり

那覇工業 l又副主

士夫
教輸 盤盟

王宮冨
吉本撮ー郎

沖縄工業 l砂JII 1!

教簡

i盤

害事
南部工業咽盆互車

時器
宮古工業・一一」ー

1儲善重

盤金

教輸

教簡

盆璽

教助

教輸

繍

夜

名題商工憶す

峨民

|大崎盟手

八盤L1J商工 E
l冨永茸鈴

l仲宗祖忠則
具志川商寒

l泊かおり

l比屋担樽之

l僅岡仁
中部商業 」

l福嶺ちか手

IHI 錨克大

1又吉平枝平

|松茂良淳子

浦遺商業|眉!調廓予

聖堂
守田襲智子

I~ 次樹 a得
那覇商叢~

itill 櫨南部商集 E 凪 輯
'今国務 l恵手

L屋武 E和

~J1 1 岩鐘

沖縄水産町並孟盆

…轟
ー丞=皇 E
E

教輸

教簡

教鵠

教蹟

教蹟 L
|申山俊幸

|山肉盛和

ー亘旦庄一

堂島
ー L盆且一

也尋盈
」歪j

画盛鴎ー

ー一室違量t

E蓋
La
lL
.室

主主

教簡 泊

教輸

教簡

議川墾臨

|襲咲聾観

|西崎養護

名随聾聾

覇
|八重山養撞

|泡調整聾

樫野馨師 1'1\

教輸

教舗

教輸

教簡

教鈎

教鮪

教観

教泊

教簡

教頭

教踊

強
鈍
器




